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兵
庫
県
で
五
十
年
ぶ
り
に
第
六
一
回
国
民
体
育
大
会
「
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
」
が
、
県
下
す

べ
て
の
市
町
を
会
場
に
九
月
三
十
日
か
ら
十
月
十
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

南
あ
わ
じ
市
内
で
も
相
撲
や
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
、
少
年
相
撲
、
軟
式
野
球
の
競
技
が
行
わ
れ
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
市
内
会
場
で
の
試
合
結
果
は
十
三
ペ
ー
ジ
。

▲淡路瓦の表彰状の贈呈

▲兵庫県選手として出場した江本典隆さん（北阿万）

　

の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
が
多
く
の

方
々
の
支
え
に
よ
り
無
事
終
了
し
、

成
功
裏
に
終
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

兵
庫
県
勢
は
、
天
皇
杯
、
皇
后
杯

を
手
に
し
大
躍
進
を
遂
げ
、
ス
タ
ー

選
手
の
活
躍
も
併
せ
て
近
年
に
な
い

大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
正
式
競
技
の

相
撲
、
公
開
競
技
の
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

と
ス
ポ
ー
ツ
芸
術
、
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
少
年
野
球
と
少

年
相
撲
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

相
撲
競
技
で
は
、
日
本
相
撲
連
盟

や
県
相
撲
連
盟
の
ご
尽
力
を
は
じ

め
、
数
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

様
の
お
も
て
な
し
の
心
と
地
元
関
係

者
に
よ
る
数
年
間
の
取
り
組
み
が
あ

り
、
大
会
運
営
・
進
行
に
つ
い
て
非

常
に
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
誇
り
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
相
撲
競
技

の
少
年
男
子
で
は
、兵
庫
県
が
団
体
、

個
人
の
両
競
技
で
優
勝
さ
れ
、
大
会

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
は
、
初
日
が
雨
で

大
変
で
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
様
の
中
で
も
、
地
元
中
学
や
高
校

の
文
化
部
が
積
極
的
に
お
手
伝
い
い

た
だ
き
、
お
茶
席
や
生
け
花
、
手
作

り
ク
ッ
キ
ー
の
お
も
て
な
し
、
放
送

や
新
聞
づ
く
り
に
至
る
ま
で
全
国
に

珍
し
い
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
瓦
の
表
彰
状
は
、
テ
レ
ビ
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
地
域
の
工
夫
が
Ｐ

Ｒ
で
き
ま
し
た
。
慶
野
松
原
海
水
浴

場
の
砂
は
非
常
に
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
に

適
し
て
い
る
と
の
高
い
評
価
を
い
た

だ
き
今
後
も
大
き
な
大
会
が
開
か
れ

る
よ
う
宣
伝
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

地
域
の
方
々
に
よ
る
は
ば
タ
ン
の

花
壇
づ
く
り
や
沿
道
へ
の
花
植
え
、

中
学
・
高
校
生
の
大
会
へ
の
運
営
参

加
や
合
同
吹
奏
楽
練
習
、
実
行
委
員

の
皆
さ
ま
の
事
前
準
備
や
リ
ハ
ー
サ

ル
、
炬
火
リ
レ
ー
な
ど
、
当
日
だ
け

で
な
く
度
重
な
る
ご
協
力
に
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
活
力
を
継
続
さ
せ
、
す
ば
ら
し

い
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。
地
域
づ
く
り
は
一
度

に
は
で
き
ま
せ
ん
。
住
民
の
方
々
の
一

つ
一
つ
の
積
み
重
ね
や
長
年
に
わ
た
る

取
組
み
が
大
事
で
す
。
市
民
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
仕
事
や
勉
強
、
家

庭
づ
く
り
や
地
域
活
動
に
ご
精
励
い
た

だ
き
、
ふ
る
さ
と
の
た
め
に
一
緒
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

国
民
体
育
大
会
の

　

成
功
に
感
謝
！

多
く
の
市
民
に
支
え
ら
れ
開
幕

　「渦の町土俵の海に光る技」をスローガンに、

全国の都道府県を代表する 47 チームの選手、

監督や役員ら約 1,000 人が参加。成人Ａ、成人

Ｂと少年の３種目、個人と団体で戦われました。

　開始式での入場行進の演奏を受け持った市内

の中学校、高校の吹奏楽部、大会歌を合唱した

うずしお混声合唱団、熱戦の様子を写真で伝え

る地元写真愛好家、休憩所や控え室で選手らを

迎えた一般募集の方、選手らの空腹を満たす郷

土料理を振舞った皆さまなど、ボランティア約

300人が競技を支えました。

　大会には、全国から都道府県を

代表する男女各 32チームの選手、

役員ら約 600 人が参加。雨や風、

日差しや砂の状態など、絶えず変

化する自然条件も相手にした戦い

が繰り広げられました。

　小学生のサーブによる始球式、

会場内の放送や公式記録などには

高校生、試合運営は中高生バレー

部員が活躍し、約 450 人の児童生

徒が競技を盛り上げました。

 

ビ 

ー 

チ 

バ 

レ 

ー

相　撲

　第 31回南あわじ市少年相撲府中大会を兼ねてデモンス

トレーション行事として開催されました。団体の部には島

内の 14小学校 22チーム、個人の部には 159人が参加し

盛りあがった大会となりました。

　第 21回サンライズ淡路少年ジュニア大会を兼ねてデモ

ンストレーション行事とし開催されました。大会には、洲

本市からも参加を含め 17チームが参加。試合観戦を通じ

て選手と観客とが交流を深めました。

　少　年　相　撲

　少　年　野　球

▲大会運営ボランティア

▲常陸宮さまから祝福を受ける少年団体
　優勝の兵庫県チーム

▲多くの選手やボランティアが参加（開始式） ▲好評だった淡路手延べ素麺の振舞い

▲コートを整備する中高学生

▲新聞づくりに励む高校生 ▲熱戦を繰り広げる選手

▲大会の成功を祝って、クラッカー
　を一斉に鳴らすスタッフ
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南
あ
わ
じ
市
の
農
業
や
漁
業
、

地
場
産
業
な
ど
「
食
」
の
魅
力

を
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
、

南
あ
わ
じ
市
の
将
来
像
「『
食
』

が
は
ぐ
く
む
ふ
れ
あ
い
共
生
の

都ま

ち市
」
の
構
築
を
目
指
そ
う
と
、

「
第
二
回
食
ま
つ
り
・
畜
産
共
進

会
」
が
十
月
七
・
八
日
、
二
日
間

に
わ
た
っ
て
淡
路
島
牧
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

七
日
は
三
原
郡
酪
農
協
同
組
合

の
「
淡
路
島
牛
乳
ま
つ
り
」
も
併

せ
て
開
催
さ
れ
、
二
日
間
で
約

一
万
五
千
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
乳
牛
と
和
牛
の
体

格
や
毛
並
み
、
肉
付
な
ど
を
競
い

合
う
畜
産
共
進
会
を
は
じ
め
、
牛

乳
や
焼
肉
の
振
舞
い
、
乳
製
品
や

地
元
野
菜
の
販
売
、
野
菜
苗
の
配

布
、
も
ち
ま
き
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
に
行
わ
れ
、「
食
」
を
通
じ
て

交
流
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。
畜

産
功
労
者
表
彰
、
共
進
会
の
結
果

は
下
記
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

▲おいしい牛乳で乾杯

食
ま
つ
り
・
畜
産
共
進
会
を
開
催

「
食
」
を
通
じ
た
交
流
の
輪

　

十
月
二
十
二
日
午
前
八
時
、
南

海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
八
・
四
の
巨
大
地
震（
南

海
地
震
）
が
発
生
。
市
内
で
震
度

六
弱
の
揺
れ
を
観
測
、
津
波
警
報

が
発
表
さ
れ
た
。

　

今
後
三
十
年
以
内
に
五
〇
％
以

上
の
確
率
で
発
生
が
予
想
さ
れ
る

南
海
地
震
を
想
定
し
た
南
あ
わ
じ

市
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
市

民
や
消
防
団
員
ら
約
一
万
一
千
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
八
時
、
地
震
発
生
を
知
ら

せ
る
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
訓
練
を

開
始
。
市
内
の
全
二
百
二
集
落
で

地
震
・
津
波
を
想
定
し
市
民
が
訓
練

南
あ
わ
じ
市
総
合
防
災
訓
練

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
交
通
不
便

地
の
解
消
や
高
齢
者
の
外
出
支

援
、
公
共
公
益
施
設
へ
の
利
便
性

の
向
上
な
ど
を
目
指
し
、
平
成

十
四
年
八
月
か
ら
運
行
し
て
い
た

南
淡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
灘
・

阿
万
線
）
を
引
継
ぎ
、
南
淡
地
域

で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

西
淡
地
域
を
走
る
「
せ
い
太
く

ん
バ
ス
」、
市
中
央
部
を
二
ル
ー

ト
で
循
環
す
る
「
ら
ん
・
ら
ん
バ

ス
」
に
加
え
、
十
月
一
日
か
ら
は

灘
・
国
衙
線
と
阿
万
・
福
良
線
で

「
ら
ん
・
ら
ん
バ
ス
」（
す
い
せ
ん

号
）
が
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

料
金
は
、一
回
二
百
円
定
額（
小

人
・
障
害
者
手
帳
等
保
持
者
半

額
）。
六
か
所
の
停
留
所
で
乗
継

ぎ
が
可
能
で
す
。

◆
灘
・
国
衙
線
（
十
四
便
／
日
：

所
要
五
〇
分
）
灘
来
川
、
水
仙

郷
、
灘
小
学
校
前
、
沼
島
汽
船

場
前
、
灘
連
絡
所
前
、
阿
万
東

町
、
伊
賀
野
、
福
井
、
国
衙
な

ど
三
十
二
停
留
所

◆
阿
万
・
福
良
線
（
三
便
／
日
：

所
要
七
五
分
）
阿
万
西
町
、
新

川
、
吹
上
、
本
庄
、
ゆ
ー
ぷ
る
、

潮
美
台
、
南
淡
庁
舎
前
、
赤
坂

な
ど
十
九
停
留
所

▲「らん・らんバス　すいせん号」出発式での試乗
　（９月29日、沼島汽船場前）

南
淡
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

ら
ん
・
ら
ん
バ
ス
「
す
い
せ
ん
号
」
運
行
開
始

畜
産
功
労
者
表
彰

◆
乳
牛　

田
中　

行
の
ぶ
る

（
広
田
）、

木
下
哲
男
（
榎
列
）

◆
和
牛　

的
崎　

正
（
広
田
）、

森
本　

勇
（
阿
万
）

◆
そ
菜　

長
尾
文
善
（
広
田
）、

田
浦　

昇
（
松
帆
）

共
進
会
成
績　
（
主
な
成
績

の
み
。
〔　

〕
は
出
品
者
）

和
牛
の
部

◆
名
誉
賞　

う
め〔
福
原
繁
明（
津

井
）〕

◆
最
優
秀
賞　

１
席
＝
み
ゆ
き

〔
居
内　

徹
（
市
）〕、
２
席
＝
ち

づ
る
２
〔
的
崎　

正
（
広
田
）〕、

３
席
＝
あ
さ
こ
〔
沖　

功
（
松

帆
）〕、
４
席
＝
第
２
あ
ゆ
み
〔
樋

口　

林
（
榎
列
）〕、
５
席
＝
と
み

て
る
〔
安
田
成
昭
（
神
代
）〕、
６

席
＝
ゆ
う
き
〔
片
山
長
次
（
八

木
）〕、
７
席
＝
あ
ま
と
し
〔
渡　

敏
昭
（
北
阿
万
）〕

乳
牛
の
部

◆
名
誉
賞　

未
経
産
の
部
＝
レ
デ

イ
ス
マ
ナ
ー
・
セ
プ
テ
ン
バ
ー
・

ヴ
イ
ヴ
イ
ア
ン
〔
淡
路
農
業
技
術

セ
ン
タ
ー
（
八
木
）〕、
経
産
の
部

＝
レ
デ
イ
ス
マ
ナ
ー
・
エ
ス
カ

レ
ー
ド
・
Ｅ
Ｔ
〔
山
口
貴
士
（
北

阿
万
）〕

◆
優
秀
賞
１
席　

未
経
産
の
部
＝

ス
ー
リ
ン
・
ダ
ー
ハ
ム
・
ミ
ス
テ

イ
コ
ー
ル
〔
藤
田　

隆
（
北
阿

万
）〕、
経
産
の
部
＝
テ
ク
ス
・
ジ

エ
ス
ロ
・
エ
ア
ロ
ス
タ
ー
〔
㈲
グ

リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
（
倭
文
）〕

▲共進会（乳牛の部）

は
、
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
に

よ
る
避
難
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練

が
行
わ
れ
、
約
九
千
六
百
人
が
災

害
に
備
え
ま
し
た
（
沼
島
地
区
は

二
十
一
日
に
実
施
）。

　

同
時
刻
、
市
役
所
分
庁
舎
に
は

現
地
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
、
職

員
の
参
集
状
況
や
被
害
概
要
を
確

認
。
避
難
所
の
運
営
な
ど
を
想
定

し
た
図
上
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
十
時
、
三
原
川
河
川
公
園

で
は
、
自
治
会
代
表
者
、
防
災
関

係
者
ら
約
千
五
百
人
が
参
加
し
て

訓
練
を
開
始
。
増
水
に
よ
る
堤
防

決
壊
を
想
定
し
た
水
防
工
法
訓
練

に
は
消
防
団
と
と
も
に
一
般
住
民

も
加
わ
り
、
土
の
う
積
み
な
ど
を

体
験
し
ま
し
た
。
善
光
寺
橋
下
流

に
は
海
上
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
飛
来
。
医
薬
品
を
吊
り
上

げ
、
沼
島
へ
輸
送
し
ま
し
た
。

　

担
架
で
の
搬
送
や
応
急
手
当
な

ど
に
は
高
校
生
や
看
護
学
生
が
活

躍
し
ま
し
た
。

　

電
気
、
ガ
ス
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
関
係
機
関
に
よ
る
防
災
パ
ネ

ル
展
示
も
さ
れ
、
参
加
者
ら
は
熱

心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

人 

事 

異 

動

　

11
月
１
日
付
。（　

）
は
旧
所
属
。

◆
次
長
級　

健
康
福
祉
部
次
長
兼
福

祉
課
長
事
務
取
扱　

平
野
文
啓
（
健

康
福
祉
部
次
長
）
◆
主
幹
級　

総
務

部
総
務
課
主
幹　

福
原
敬
二
（
財
務

部
国
体
推
進
室
主
幹
）
◆
主
査
・
主

事
級　

総
務
部
市
長
公
室
主
査　

阿
部
志
郎
（
財
務
部
国
体
推
進
室
主

査
）、
総
務
部
三
原
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
主
事　

藤
本
佳
幸
（
財
務
部
国

体
推
進
室
主
事
）、
市
民
生
活
部
市

民
課
主
事　

亀
淵
重
三
子
（
同
）、
産

業
振
興
部
水
産
振
興
課
主
事　

谷
口

太
輔
（
同
）

退
職
者
（
10
月
31
日
付
）

　

堤
俊
彦
（
健
康
福
祉
部
福
祉
課
長
）

▲負傷程度で緊急性を判断するトリアージ訓練

▲住民も参加した土のう積み

▲現地対策本部職員による図上訓練（南淡庁舎）

▲自治会による初期消火訓練
倒壊家屋からの　
負傷者救出　　　

▲模型を活用した家屋の耐震相談

▲非常食（うどん）の配布

▲農業用水を利用した初期消火
　訓練（八木馬回）

▲地元消防団員による消火栓使用説明
　（阿万中西）
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市政ひろば

　

南
あ
わ
じ
市
交
通
対
策
協
議

会
（
中
田
勝
久
会
長
）
で
は
、
飲

酒
運
転
を
追
放
し
よ
う
と
、
十
月

十
二
日
、
市
内
一
円
を
巡
回
す
る

交
通
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
走
ら
せ
、

市
民
に
飲
酒
運
転
の
撲
滅
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

南
あ
わ
じ
警
察
署
の
ま
と
め
に

よ
る
と
、
今
年
一
月
か
ら
九
月
末

ま
で
に
飲
酒
運
転
に
よ
る
違
反
者

を
三
十
人
検
挙
。
飲
酒
運
転
に
よ

る
交
通
事
故
は
四
件
発
生
し
、
十

人
が
負
傷
し
て
い
ま
す
。
県
内
に

お
い
て
も
飲
酒
運
転
に
よ
る
悲
惨

な
死
亡
事
故
な
ど
が
続
発
し
て
い

ま
す
。

　

交
通
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
出
発
式

で
は
、
関
係
者
約
三
十
人
が
出
席
。

市
内
事
業
所
の
安
全
運
転
管
理
者

代
表
者
が
「
飲
酒
運
転
を
私
た
ち
の

周
り
か
ら
、
南
あ
わ
じ
市
か
ら
な
く

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
宣
言
。

　
「
飲
酒
運
転
絶
滅
運
動
実
施
中
」

と
書
い
た
大
型
の
マ
グ
ネ
ッ
ト

シ
ー
ト
を
貼
り
付
け
た
公
用
車
や

飲
酒
運
転
撲
滅
を
呼
び
か
け
る
広

報
車
な
ど
十
四
台
が
、
白
バ
イ
を

先
導
に
市
内
一
円
を
巡
回
し
ま
し

た
。

　

淡
路
人
形
座
を
は
じ
め
、
人
形

後
継
者
団
体
の
出
張
公
演
な
ど
に

役
立
つ
よ
う
、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
淡
路
人
形
芝
居
サ
ポ
ー
ト
ク

ラ
ブ
（
森
紘
一
理
事
長
）
か
ら
九

月
二
十
九
日
、淡
路
人
形
協
会（
中

田
勝
久
理
事
長
）
へ
人
形
芝
居
諸

道
具
搬
送
用
の
ト
ラ
ッ
ク
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

淡
路
人
形
座
は
大
鳴
門
橋
記
念

館
内
で
の
人
形
浄
瑠
璃
常
設
公
演

に
加
え
、
年
間
六
十
回
以
上
も

島
内
外
へ
出
張
し
て
公
演
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
道
具
類
搬
送
用
の

車
両
が
な
く
、
座
員
か
ら
は
専
用

ト
ラ
ッ
ク
の
導
入
が
望
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
は
一
・
五
ト

ン
積
み
の
ア
ル
ミ
バ
ン
で
、
両
側

面
に
は
絵
本
太
功
記
に
登
場
す
る

「
光
秀
」と「
初
菊
」、背
面
に
は「
戎

舞
」の
写
真
が
大
き
く
印
刷
さ
れ
、

移
動
中
に
も
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　

こ
の
日
、
記
念
館
横
で
関
係
者

二
十
人
が
参
加
し
て
贈
呈
式
が
あ

り
、
森
理
事
長
か
ら
中
田
理
事
長

に
目
録
と
車
の
キ
ー
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
市
内
を
巡
回

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

▲飲酒運転撲滅を呼びかけるキャラバン隊

淡
路
人
形
芝
居
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

淡
路
人
形
座
へ
走
る
広
告
塔
を
寄
贈

１　職員数に関する状況　（各年度の４月１日現在）

部　　門
職　員　数 対前年

増加数
主な増減理由等

平成18年 平成 17年

一般行政部門 470人 475人 △ 5人 事務の合理化等による減

特別行政部門 92人 90人 2人 生涯学習教育等強化のための増

公営企業等会計部門 95人 96人 △ 1人

　　合　　　　計 657人 661人 △ 4人

２　職員給与費関係予算　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人、千円、％）

区　分
職員数
 （Ａ）

給　与　費（予算額） 一人当た
り給与費
（Ｂ／Ａ）給　料 期末・勤勉手当 その他の手当 計（Ｂ）

18年度 557  2,145,357 894,024     385,351 3,424,732 6,149

17 年度 562 2,179,286    907,386  449,693 3,536,365 6,292

比　較 △5  △ 33,929 △ 13,362 △ 64,342 △ 111,633 △ 143

   （注） １　職員手当には退職手当を含まない。職員数は4月 1日での一般行政職。
       　2　職員数には、特別職（市長、助役及び収入役）を含まない。ただし教育長は含む。

３　職員の勤務時間その他の勤務条件

（１）勤務時間の状況（平成 18年４月１日現在）

正規の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間 休　息　時　間

１日８時間
週40時間

8:30 17:15 12:15 ～ 13:00 12:00 ～ 12:15 15:00 ～ 15:15

（２）主な休暇の種類（平成 18年４月１日現在）
区　　分 付　　与　　日　　数　　等　　内　　容

年次休暇 １年につき20日間、最大（繰越日を含め）40日間

病気休暇
公務上（通勤含む）の負傷若しくは疾病…必要と認められる期間
結核性疾病または精神障害…２年の範囲内で必要と認められる期間
その他の負傷もしくは疾病…120日の範囲内で必要と認められる期間

特別休暇 結婚休暇5日、産前産後休暇8週・8週、忌引休暇1～ 10日、夏季休暇5日

介護休暇 同居している配偶者、父母等の介護をするため、必要と認められる期間

４　年次休暇の取得（平成 17年１月１日から 12月 31日）

対象人数（Ａ） 総付与日数（Ｂ） 総取得日数（Ｃ） 取得率（Ｃ／Ｂ×100） １人あたり（Ｃ /Ａ）

646人 25,718日 4,262日 16.57％ 6.60 日

（注）対象人数は、育児休業者及び休職者を除く

５　職員の研修（平成 17年度）
区　　　　　　分 受講者数（のべ人数）

市
主
催

階層別研修 部長・次長級、課長級、新任職員研修 92人

派遣研修
兵庫県企画管理部企画調整局市町振興課 １人
兵庫県企画管理部災害対策局災害対策課 １人
兵庫県淡路県民局県土整備部洲本土地改良事務所 １人

その他研修 人権研修、接遇研修 1,002人
自治研修所主催等 管理職、吏員、担当者、新任職員研修等 138人

　

６　職員の福祉及び利益の保護

（１）共済組合等負担金（平成 17年度　対象：普通会計職員 579人）　　　　　　　　　　　　　
区分 共済組合負担金 職員互助会負担金 退職手当組合負担金
金額 572,560千円 　10,997千円 375,279千円

１人当たり 988,877円 18,993円 648,150円

（２）職員健康診断等の実施状況（平成 17年度）

区　分 定期健康診断 人間ドック 子宮ガン検診 脳ドック

受診者数 420人 220人 47人 26人

国
民
年
金
保
険
料
も
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）

は
社
会
保
険
庁
か
ら
左
表
の
と
お

り
送
付
し
ま
す
。
一
年
間
に
納
付

し
た
国
民
年
金
保
険
料
が
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

ご
家
族
の
保
険
料
を
納
付
し

た
と
き
は

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
義
務

は
、被
保
険
者
本
人
だ
け
で
な
く
、

そ
の
世
帯
の
世
帯
主
や
配
偶
者
も

連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。

　

世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
と
し
て

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
と
き
は
、
そ
の
納
付
額
の

全
額
が
納
付
し
た
方
の
所
得
税
等

の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
自
身
の
社
会
保
険
料
の
額
と
合

算
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
☎
43
・
５
０
２
３

年
金
出
張
相
談

▽
日
時　

12
月
１
日
（
金
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

▽
申
込
み　

市
民
課

　

☎
43
・
５
０
２
３

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額
が
所
得
税
・
市
町
民
税
等

の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
を
受
け
る
に

は
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を
添
付
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

控除証明書の送付スケジュール

対　象　者 証　明　日
被保険者への
到着時期

平成 18 年１月１日～
11 月２日までの間に、
納付実績のある方

18年 10月３日 18年 11月頃

平成 18年 10 月３日～
12月 31日までの間に、
納付を開始した方

19年１月１日 19年２月初旬

▲人形浄瑠璃の道具運送用トラックと贈呈式関係者

広報 

人
事
行
政
の
運
営
状
況
を
公
表

　

南
あ
わ
じ
市
の
平
成
十
七
年
度
等
に
お
け
る
人
事
行
政
の
運
営
状
況
の
概
要
を
公
表
し
ま
す
。

　

資
料
の
全
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
各
庁
舎
の
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
（
中
央
庁
舎
は

総
務
課
）
で
閲
覧
で
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
総
務
課
☎
43
・
５
０
０
１
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らせ

市
内
局
番
を
確
か
め
て 

お
か
け
く
だ
さ
い 
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南あわじ市役所
総合窓口センター
　緑　庁舎☎44-3001
　西淡庁舎☎37-3011
　三原庁舎☎43-5021
　南淡庁舎☎50-3031
【中央庁舎】
総務部
　市長公室☎43-5002
　総務課☎43-5001
　防災課☎43-5006
　情報課☎43-5003
　さんさんネット☎43-2345
選挙管理委員会事務局☎43-5004
議会事務局☎43-5005
【緑庁舎】
健康福祉部
　福祉課☎44-3002
　長寿福祉課☎44-3005
　保険課☎44-3003
　健康課☎44-3004
【西淡庁舎】
産業振興部
　商工観光課☎37-3012
　水産振興課☎37-3013
都市整備部
　管理課☎37-3014
　建設課☎37-3015
　都市計画課☎37-3016
教育委員会（教育部）
　教育総務課☎37-3017
　学校教育課☎37-3018
　人権教育課☎37-3019
　生涯学習文化振興課☎37-3020
【三原庁舎】
市民生活部
　市民課☎43-5023
　税務課☎43-5022
　生活環境課☎43-5024
農業振興部
　農林振興課☎43-5025
　農地整備課☎43-5026
　地籍調査課☎43-5027
　農業共済課☎42-6210
農業委員会事務局☎43-5029
【南淡庁舎】
財務部
　財政課☎50-3033
　管財課☎50-3034
　国体推進室☎50-3036
上下水道部
　企業経営課☎50-3037
　水道課☎50-3038
　下水道課☎50-3039
会計課☎50-3040

☎ 43-2626　◆開園＝9:00～ 18:00　◆入園料＝大人800円／小人400円　

開催日 イベント名 内容
11月３日（祝） イギリス民族音楽　バグパイプ演奏 1日２回開催　①11：30　② 14：30

11月 3日（祝） 淡路農業技術センター
ふれあいＤＡＹ

13:00～最先端の農業技術を楽しみながら学
ぼう！先着100名様「牛堆肥」プレゼント

11月 5・12日（日）動物ふれあいパレード 16:00 ～動物ぬいぐるみと園内の小動物が
にぎやかに園内をパレード

11月 19日（日） フリーマーケット
11月 23日（祝） 等身大紙相撲大会 13:00 ～ダンボールの手作り力士の対戦

11月 23日（木・祝）は
市民サポーター入園無料

◆サポーターの登録受付　①平日…商工観
光課（西淡庁舎）② 11 月 23 日…イン
グランドの丘

◆持参品　①写真②南あわじ市民であるこ
とが確認できるもの③材料費50円

水　産　祭
旬の魚介類が勢ぞろい

◆日時　11月26日（日）午前10時～
　　　　（うずしお朝市は午前８時～）
◆場所　福良漁協　荷捌所付近
◆内容　水産物の無料振舞い【３年物
　ふぐの鍋（福良産）、焼きアナゴ（丸山産）、タコ天（阿
　万産）、水産加工物（沼島産）、カニ（津居山漁港）】、
　もちまき、ヒラメの放流
問水産振興課☎37-3013

イ ベ ン ト 情 報
第18回兵庫のまつり－ふれあいの祭典

日本和太鼓フェスティバル
「国生み神話の淡路島」古きを訪ねて新しきを知る
和太鼓の祭典 in 南あわじ市

◆日時　11月５日(日)午後１時～（正午開場）
◆場所　南あわじ市文化体育館（入場無料）
◆内容　県下の太鼓団体・太鼓愛好家
　（９団体）が集う。特別ゲストとして、
　中橋敏彦（和太鼓パフォーマー）が出演
問同実行委員会事務局（生涯学習文化振興課内）☎37-3020

南あわじ市 雪まつり
◆日時　11月25日（土）・26日（日）
　午前10時～
◆場所　淡路ふれあい公園
　（サンライズ淡路横）
◆内容　ふれあい公園に60トンの雪を降らせます。
　雪上宝さがし、そり遊び、かまくら体験、お楽しみ
　抽選会など楽しい催しがいっぱい！ぜひ、親子連れ
　で遊びに来てください
問生涯学習文化振興課☎37-3020

人権感覚を育てよう
　　　　　　　　　　　　　　　　問人権教育課☎37-3019

女性ふれあい学級
　◆日時　11月10日（金）午後７時～
　◆場所　西淡公民館（入場無料）
　◆内容　阿波木偶箱廻し（人形劇）

 みどりふれあい寄席
　◆日時　11月12日（日）午後１時30分～
　◆場所　緑市民センター（入場無料）
　◆内容　落語（桂九雀ほか）

マンナムの宴
　◆日時　11月12日（日）午後４時～
　◆場所　南淡公民館（入場無料）
　◆内容　韓国舞踊（古典芸能）

親子ふれあい
　　　  フェスタ
　◆日時　11月19日（日）午前10時～
　◆場所　西淡公民館（入場料50円）
　◆内容　人形劇、影絵（どんきい劇場）
　◆入場申込　各子育て学習センター（21頁に電話番号を掲載）

海づり公園メガフロート

フィッシング大会 2006
◆日時  11月12日（日）
　午前７時30分～正午
　（受付：午前７時～）
◆場所　浮体式多目的公園
　( 海づり公園メガフロー
ト、阿万吹上町田尻、☎
55-0400）

◆参加費　男性 1,000 円、女性 500 円、中学生 500 円、
小学生以下無料。見学者は大人210円、中学生100円

問水産振興課☎37-3013

郷
土
を
守
る

　
　

「
女
性
消
防
団
員
」
募
集

　

南
あ
わ
じ
市
消
防
団
で
は
、
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
女
性
消
防

団
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

地
域
防
災
の
要
と
し
て
位
置
付

け
さ
れ
て
い
る
消
防
団
は
、
防
災

活
動
も
多
様
化
し
、
市
民
の
消
防

団
と
し
て
多
く
の
可
能
性
を
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
消
防
団
の
充
実

強
化
・
活
性
化
を
一
層
推
進
し
、

地
域
の
安
全
確
保
と
い
う
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に

「
女
性
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
消
防

活
動
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

県
下
で
も
65
消
防
団
の
う
ち
、

す
で
に
21
消
防
団
が
女
性
消
防
団

を
設
置
し
活
躍
し
て
い
ま
す
。

▽
活
動
内
容　

①
児
童
防
火
指
導

（
学
校
等
を
訪
問
し
、
消
火
器

の
使
用
方
法
等
の
説
明
）
②
独

居
老
人
宅
へ
防
火
訪
問
（
ス
ト

ー
ブ
等
の
取
り
扱
い
や
緊
急

時
の
行
動
説
明
）
③
防
火
パ
レ

ー
ド
④
女
性
の
た
め
の
救
急

救
命
法
指
導
⑤
防
災
訓
練

▽
組
織　

市
消
防
団
組
織
の
も

と
、
集
落
・
地
域
に
関
わ
ら
ず

「
女
性
分
団
」
と
し
て
独
立

▽
待
遇　

市
条
例
に
基
づ
き
年
報

酬
・
出
動
手
当
を
支
給
。
被
服

貸
与
。
公
務
災
害
補
償
、
退
職

報
奨
金
（
５
年
以
上
）、
表
彰

等
の
制
度
が
あ
り
ま
す

▽
募
集
人
数　

20
人
以
内

▽
入
団
資
格　

①
南
あ
わ
じ
市
に

在
住
②
年
齢
18
歳
以
上

▽
申
込
み　

防
災
課

　

☎
43
・
５
０
０
６

▲防火指導にあたる女性消防
　団員（川西市消防団）

平
成
19
年
度　
保
育
所
・
幼
稚
園

  

入 

所 

園 

児 

募 

集

　

市
内
の
17
か
所
（
市
立
13
、
私
立
４
）
の
認
可
保
育
所
（
園
）

と
６
か
所
の
市
立
幼
稚
園
の
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

の
延
長
時
間
は
、
各
施
設
へ
お

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

▽
入
所
要
件　

南
あ
わ
じ
市
に
住

民
登
録
さ
れ
、
児
童
の
保
護

者
、
同
居
の
親
族
等
が
働
い
て

い
た
り
、
出
産
、
病
人
の
看
護

等
に
よ
り
児
童
を
家
庭
で
常

に
保
育
が
で
き
な
い
と
認
め

ら
れ
る
場
合

▽
保
育
料　

所
得
に
応
じ
異
な
る

▽
申
込
み　

申
込
書（
各
保
育
所
、

福
祉
課
に
備
付
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
希
望
す
る
保
育
所

に
お
子
さ
ん
を
連
れ
て
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。
定
員
を
超

え
た
場
合
、
希
望
施
設
に
入
所

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

▽
受
付
期
間　

11
月
６
日
（
月
）

〜
11
日
（
土
）
※
11
日
は
正
午

ま
で
。
５
月
以
降
に
入
所
希
望

の
方
も
お
申
込
み
く
だ
さ
い

問
各
保
育
所
（
園
）、
福
祉
課
☎

44
・
３
０
０
２

◆
幼
稚
園

▽
市
立
幼
稚
園　

湊
、
津
井
、
丸

山
、
阿
那
賀
、
伊
加
利
、
志
知

▽
保
育
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
４
時

▽
休
園
日　

小
学
校
に
準
ず
る

▽
対
象
幼
児　

市
内
に
住
所
を
有

す
る
幼
児
。
3
歳
児
、4
歳
児
、

５
歳
児

▽
保
育
料　

月
額
約
１
万
７
千
円

（
詳
細
は
各
園
へ
）。
別
途
入
園

料
３
千
円
（
減
免
制
度
あ
り
）

▽
受
付
期
間　

11
月
６
日
（
月
）

〜
10
日
（
金
）。
年
度
途
中
か

ら
の
申
込
み
も
可
能

▽
申
込
み　

各
園
、
学
校
教
育
課

☎
37
・
３
０
１
８

◆
保
育
所
（
園
）

▽
市
立
保
育
所
（
園
）　

倭
文
、

広
田
、
榎
列
、
二
宮
、
八
木
、
市
、

神
代
、
志
知
、
ち
ど
り
、
賀
集
、

北
阿
万
、
阿
万
、
灘

▽
私
立
保
育
園　

松
帆
北
、
松
帆

南
、
福
良
、
ぬ
し
ま

▽
保
育
時
間　

月
〜
金
曜
日
＝
午

前
８
時
〜
午
後
４
時
。
土
曜
日

＝
午
前
８
時
〜
正
午
。
市
立
で

は
午
後
６
時
ま
で
の
保
育
時

間
の
延
長
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

▽
延
長
保
育　

市
立
で
は
、
市
保

育
所
（
午
前
７
時
〜
午
後
７

時
）、
神
代
保
育
所
（
午
前
７

時
30
分
〜
午
後
７
時
）
で
実

施
。
別
途
料
金
が
必
要
。
私
立



ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

☆緑文化祭（展示発表）
◆日時　11月３日（金・祝）～５日（日）
　　　　午前９時～午後８時　※５日は午後６時まで
◆場所　緑市民センター（☎44-3008）
◆内容　作品展示
◆その他　お茶席：３日午前10時～午後３時（無料）

☆西淡総合文化祭
（芸能発表）
◆日時　11月５日（日）午後０時30分～
◆場所　西淡公民館（☎37-3028）２階大ホール
◆出演　西淡文化団体連絡協議会の所属団体

（展示発表）
◆日時　11月３日（金・祝）～５日（日）
　　　　　午前９時～午後６時
◆場所　西淡公民館
◆内容　同会員や姉妹都市・新ひだか町、児童の作品展示
◆その他　お茶席：５日午前11時～（無料）

☆三原文化芸能・文化祭
（芸能発表）
◆日時　11月３日（金・祝）午前９時～午後５時
◆場所　三原公民館（☎ 43-5038）２階大ホール
◆内容　三原文化団体連絡協議会の所属団体
　　　　市小学校郷土部等による発表

（展示発表）
◆日時　11月１日（水）～３日（金・祝）午前９時～午後５時
◆場所　三原公民館
☆菊花展・菊人形展
◆日時　10月 31日（火）～11月 13日（月）
　　　　午前９時～午後10時。13日は午後４時まで
◆場所　三原公民館前駐車場
☆盆栽展
◆日時　11月１日（水）～３日（金・祝）午前９時～午後５時
◆場所　三原図書館（☎ 43-5037）１階ロビー
☆小中学校作品展
◆日時　11月１日（水）～19日（日）
　　　　午前９時～午後５時（月曜は休み）
◆場所　淡路人形浄瑠璃資料館（☎ 43-5037）

☆南淡文化展（展示発表）
◆日時　11月 24日（金）～26日（日）
　　　　午前９時～午後６時
◆場所　南淡公民館（☎ 50-3048）
◆内容　南淡文化協会による作品展示
◆その他　お茶席：26日午後１時～（無料）

（地区公民館）
☆南淡（福良）公民館（☎50-3048）
◆日時　11月 11日（土）～12日（日）
　　　　午前９時～午後９時。12日は午後６時まで
◆内容　作品展。お茶席：12日午後１時～（無料）

☆賀集地区公民館（☎54-0331）
◆日時　11月４日（土）～５日（日）
　　　　午前９時～午後９時
◆内容　作品展。４日は芸能発表も行います。
　　　　お茶席：４日午前10時～（無料）

☆北阿万地区公民館（☎55-0055）
◆日時　11月３日（金・祝）～４日（土）
　　　　午前９時～午後４時30分
◆内容　作品展。３日午前11時～チャリティーバザー

☆灘地区公民館（☎56-0001）
◆日時　11月４日（土）～５日（日）
　　　　午前９時～午後４時
◆内容　作品展。５日は芸能祭も行います

◆その他　お茶席：26日午後１時～（無料）

▲絵画の展示（緑文化展）

▲郷土芸能の舞台（三原文化芸能祭）

▼菊人形展

平成 18年 事業所・企業統計調査
ご協力ありがとうございました
　調査票への記入・回収に際しまして
は、お忙しいところご協力いただきあ
りがとうございました。

総務省統計局・兵庫県・南あわじ市

　 　

南あわじ市産業別事業所数・従業者数（民営）

区　分 総　数 第１次産業 第２次産業 第３次産業

事業所数（所） 3,382 13 831 2,538 

従業者数（人）21,379 138 7,499 13,742 
（平成 16年 6月１日調査時点）

問総務課☎ 43-5001

統
計
ミ
ニ
情
報

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
次
の
２
物
件
を
一
般
競
争
入
札
に
よ

り
売
却
し
ま
す
。

市
有
地
を
売
却
し
ま
す

▽
入
札
参
加
方
法　

個
人
・
法
人

を
問
わ
ず
原
則
と
し
て
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
管
財

番号 所在地 面積（㎡） 地目 現況

１
南あわじ市榎列松
田 733-15（クリ
スタルパレス横）

806 雑種地 宅地

２
南あわじ市八木寺
内 2525（さんゆ
～館北方）

10,010 雑種地 雑種地

売　却　物　件

物 件 位 置 図

物件１

物件２

水
道
メ
ー
タ
ー
を
取
り
替
え
ま
す

　

住
宅
や
事
業
所
の
水
道
メ
ー

タ
ー
は
法
律
に
よ
り
有
効
期
限
が

８
年
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
限
が
満
了
す
る
水
道

メ
ー
タ
ー
を
取
り
替
え
ま
す
。

▽
交
換
時
期　

11
月
〜
平
成
19
年

２
月

▽
作
業
時
間　

15
分
程
度
。
こ
の

間
断
水
し
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

▽
交
換
費
用　

無
料

▽
そ
の
他　

交
換
は
南
あ
わ
じ
市

か
ら
委
託
さ
れ
た
南
あ
わ
じ

市
管
工
事
事
業
組
合
の
加
盟

業
者
が
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取

替
え
に
伺
い
ま
す

問
水
道
課
☎
50
・
３
０
３
８

課
（
南
淡
庁
舎
）
備
付
の
書
類

に
必
要
事
項
を
明
記
の
う
え
、

管
財
課
へ
提
出

▽
受
付
期
限　

11
月
24
日
（
金
）

▽
入
札
日
程　

11
月
28
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
、
南
淡
庁
舎
に

て
問
管
財
課
☎
50
・
３
０
３
４

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
身
体
障
害

者
、
療
育
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
無
作
為
抽
出
）

を
実
施
し
ま
す
。

　

障
害
者
の
方
々
の
生
活
状
況
と

ご
意
見
を
伺
い
、「
障
害
者
計
画

及
び
障
害
福
祉
計
画
」
を
策
定
す

る
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
ま
す
。

　

ご
自
宅
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が

郵
送
さ
れ
ま
し
た
ら
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

秋
季
全
国
火
災
予
防

運
動
を
実
施

◆
統
一
標
語

　
「
消
さ
な
い
で　

あ
な
た
の
心

　

注
意
の
火
」

◆
期
間　

11
月
９
日
〜
15
日

◆
防
火
の
３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る

②
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

問
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合

　

☎
24
・
０
１
１
９

 個人事業税 ２期　

問洲本県税事務所☎26-2032

 固定資産税 ４期　

問市役所税務課☎43-5022

納期は11月 30日まで
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売却物件

売却物件



お知らせ

13 2006.11.1発行

各
種
大
会
結
果　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
「
海
ホ
タ
ル
観
賞
会
」
の
取
材
に
行
っ

て
き
ま
し
た
（
13
頁
参
照
）。

　

休
日
の
夜
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
か

わ
い
い
ベ
ビ
ー
（
５
か
月
）
を
早
め
の

風
呂
に
入
れ
、
家
を
出
発
。
海
ホ
タ
ル

が
出
す
わ
ず
か
な
光
を
写
真
で
と
ら
え

る
た
め
、
花
火
を
撮
影
す
る
よ
う
な
感

じ
で
三
脚
を
付
け
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
15

秒
程
開
放
し
て
撮
影
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
海
岸
で
海
ホ
タ
ル
が
見
ら
れ

る
と
は
聞
い
て
い
た
も
の
の
、
私
自
身

見
る
の
は
初
め
て
。
浜
辺
に
打
ち
上
げ

ら
れ
た
海
ホ
タ
ル
の
光
は
、
想
像
以
上

に
明
る
く
鮮
明
で
美
し
い
も
の
で
し
た
。

高
校
の
文
芸
部
に
所
属
す
る
観
賞
会
ス

タ
ッ
フ
の
息
子
さ
ん
も
、
あ
ま
り
の
感

激
に
、
海
ホ
タ
ル
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

児
童
文
学
を
一
気
に
書
き
上
げ
た
よ
う

で
す
。

　

海
ホ
タ
ル
は
、
静
か
で
き
れ
い
な
海

岸
で
な
い
と
観
察
で
き
な
い
と
の
こ
と
。

い
つ
ま
で
も
見
ら
れ
る
環
境
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
。　
　
　
　
　
　
　
（
川
卓
）

ら

か

室

集

編

◆
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
相
撲
競
技

会
（
10
月
１
日
〜
４
日
、
文
化
体
育
館
）

【
少
年
男
子
（
18
歳
未
満
、
５
人
）】
▽

団
体
の
部
①
兵
庫
県
（
川
上
和
久
、
李

大
源
、
島
子
隆
司
、
増
田
鷹
輝
、
橋
本

誠
也
）
②
埼
玉
県
③
鳥
取
県
▽
個
人
の

部
①
李
大
源（
兵
庫
）②
佐
久
間
貴
之（
埼

玉
）
③
島
子
隆
司
（
兵
庫
）

【
成
年
男
子
Ａ
（
無
差
別
級
、
５
人
）】

▽
団
体
の
部
①
鳥
取
県
②
青
森
県
③
埼

玉
県
▽
個
人
の
部
①
市
原
孝
行
（
埼
玉
）

②
森
下
祐
哉
（
高
知
）
③
白
取
貴
友
（
北

海
道
）

【
成
年
男
子
Ｂ
（
先
峰
25
歳
未
満
、
中
堅

及
び
大
将
は
教
員
、
３
人
）】
▽
団
体
の

部
①
山
口
県
②
秋
田
県
③
鹿
児
島
県
▽

個
人
の
部
①
石
山
昇
（
新
潟
）
②
浦
山

英
樹
（
富
山
）
③
満
留
久
摩
（
東
京
）

【
総
合
（
団
体
３
種
別
の
総
合
成
績
）】

①
鳥
取
県
②
埼
玉
県
③
兵
庫
県

◆
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
競
技
会
（
10
月
１
日
〜
３
日
、

慶
野
松
原
）

【
成
年
男
子
】
①
大
阪
府
（
木
村
・
鈴
木

ペ
ア
）
②
沖
縄
県
（
安
座
間
・
兼
城
ペ
ア
）

③
福
岡
県
（
相
部
・
牛
島
ペ
ア
）
⑤
兵

庫
県
（
山
崎
・
備
前
ペ
ア
）

【
成
年
女
子
】
①
神
奈
川
県
（
小
栗
・
由

比
ペ
ア
）
②
三
重
県
（
駒
田
・
井
上
ペ
ア
）

③
大
阪
府
（
進
藤
・
小
田
ペ
ア
）
⑤
兵

競技名 ６年 ５年 ４年

60m走
男子 堀　将徳（福良） 髙岡大起（西淡志知）中尾成希（辰美）

女子 野村日菜（福良） 中野舞衣子（福良）永楽しおり（西淡志知）

100m走
男子 平松昌基（広田） 宇治和希（北阿万）杉本郁弥（榎列）

女子 島田真衣（北阿万）菊川愉加（福良） 田村莉愛（北阿万）

走り幅
跳び

男子 国中翔太（神代） 坂　拳弥（神代） 南　湧樹（榎列）

女子 渡邊あかり（榎列）中島朱里（賀集） 岡本夏歩（西淡志知）

ボール
投げ

男子 柏木達也（福良） 小端智哉（福良） 小丸啓吾（福良）

女子 　亜矩里（阿万）竹中愛加里（福良）不動梨紗（広田）

200m走
男子 長尾和樹（神代） 山口英輝（八木） －

女子 太田果恋（福良） 長尾里奈（神代） －

1500m走 男子 滝本　涼（広田） 岩鼻　亮（阿万） －

800m走 女子 盛野美由紀（湊） 近野紗希（広田） －

走り高
跳び

男子 坂本有矢（倭文） 河井允良（榎列） －

女子 三代木　琴（松帆）西山香織（八木） －

400m
リレー

男子 広田Ａ 広田Ａ 賀集Ａ

女子 榎列Ａ 福良Ａ 北阿万Ａ

◆第２回南あわじ市小学校陸上競技大会（１位のみ）
　　　　　　　　　　　　　　（10月 11日・三原健康広場）

　年内中に浄化槽または汲み取り式の便所
の清掃を予定されている方は下記事業者ま
でご予約ください。年末は搬出量が増加し
ますので早めにお願いします。
◆大型浄化槽（20人槽以上）の清掃
　11月 15日（水）まで
◆汲み取り式便所、小型浄化槽の清掃
　12月８日（金）まで

許可業者 電話 緑地区
在住

西淡地区
在住

三原地区
在住

南淡地区
在住

西淡清掃 39-0773 ○
サンスイ 42-2213 ○ ○
南淡衛生社 52-0692 ○ ○
洲本衛生公社 22-0098 ○ ○ ○
中谷清掃 22-2609 ○
さくら清掃 52-0451 ○ ○ ○ ○
淡路清掃社 45-0413 ○ ○
全淡水質管理ｾﾝﾀｰ 42-1415 ○

年末のし尿処理の予約はお早めに

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間

連
絡
（
相
談
）
先

▽
虐
待
24
時
間
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
０
７
８
・
９
２
１
・
９
１
１
９

▽
福
祉
課
（
家
庭
児
童
相
談
室
、

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

☎
44
・
３
０
１
３

児
童
虐
待
と
は
？

▽
身
体
的
虐
待　

な
ぐ
る
、け
る
、

首
を
し
め
る
、
や
け
ど
を
負
わ

せ
る
な
ど

▽
性
的
虐
待　

性
的
な
い
た
ず

ら
、
性
的
行
為
な
ど
を
し
た

り
、
さ
せ
る
こ
と

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
児
童
虐
待
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
よ
う

児
童
相
談
所
な
ど
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

虐
待
を
疑
う
よ
う
な
こ
と
を
発
見
し
た
と
き
は
、
次
の
連
絡
先
に

連
絡
（
相
談
）
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
虐
待
防
止
に
ご
協
力
を

福井橋

至 国衙

至 阿万

栗林商店

村
野
診
療
所

夜
間
通
行
止
区
間

県
道
洲
本
灘
賀
集
線

のお知らせ
　下水道の舗装工事のため、
県道洲本灘賀集線の福井橋～
栗林商店付近（左図）が夜間
通行止めとなります。ご迷惑
をおかけしますが、う回のご
協力をお願いします。

◆期間
　11月６日（月）～
　11月 30日（木）
◆時間
　午後９時～午前６時
※日曜日は通行できます。

問下水道課☎ 50-3039

庫
県
（
藤
原
・
岩
名
ペ
ア
）

◆
南
あ
わ
じ
市
少
年
相
撲
府
中
大

会
（
10
月
１
日
、
府
中
八
幡
相
撲
場
）

【
団
体
の
部
】
①
八
木
Ａ
②
松
帆
Ａ
③
榎

列
Ａ

【
個
人
の
部
】
▽
小
学
６
年
の
部
①
福
岡

翔
輝
（
八
木
）
②
柏
木
健
太
（
榎
列
）

③
山
岡
充
（
八
木
）
▽
同
５
年
①
福
谷

魁
人
（
塩
田
）
②
喜
多
優
斗
（
安
乎
）

③
太
田
綾
斗
（
八
木
）
▽
同
４
年
①
中

田
裕
也
（
志
筑
）
②
上
杉
潤
矢
（
石
屋
）

③
富
田
悠
文
（
塩
田
）

◆
サ
ン
ラ
イ
ズ
淡
路
少
年
野
球

ジ
ュ
ニ
ア
大
会
（
9
月
30
日
、
10
月

7
日
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
淡
路
他
）

①
倭
文
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
②
丸
山
少
年

野
球
ク
ラ
ブ
③
洲
本
三
熊
ク
ラ
ブ
、
福

良
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

◆
南
あ
わ
じ
市
軟
式
野
球
大
会

（
８
月
30
日
〜
９
月
27
日
、
西
淡
グ
ラ
ウ

ン
ド
他
）

①
ウ
エ
ス
ト
ロ
ッ
ク
ス
②
賀
集
ク
ラ
ブ

③
辰
美
ク
ラ
ブ
、
マ
リ
ナ
ー
ズ

◆
南
あ
わ
じ
市
サ
ッ
カ
ー
カ
ー
ニ

バ
ル
（
10
月
8
日
、
西
淡
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

①
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｎ　

Ｆ
Ｃ
jr
Ａ
②
三
原

Ｓ
Ｓ
Ｄ
③
南
淡
路
Ｓ
Ｃ

◆
三
原
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

（
10
月
８
日
、
三
原
健
康
広
場
）

【
地
区
対
抗
玉
入
れ
】
①
八
木
②
市
③
榎

列
、
倭
文

【
育
成
団
体
対
抗
リ
レ
ー
】
▽
男
子
の
部

①
三
原
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
A
②
神
代
少

年
野
球
ク
ラ
ブ
A
③
三
原
ジ
ャ
ガ
ー
ズ

A
▽
女
子
の
部
①
三
原
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
教
室
A
②
三
原
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
B
③
榎
列
少
女
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
A

【
地
区
対
抗
綱
引
き
】
①
上
八
木
②
高
③

浦
壁

【
団
体
対
抗
大
縄
跳
び
】
▽
小
学
４
年
の

部
①
チ
ビ
ッ
コ
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
（
神
代
）

②
レ
ッ
ツ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
ジ
ャ
ン
プ

３
（
八
木
）
▽
同
５
年
①
神
代
５
年
A

②
Ｙ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
Ｏ
５
年
▽
同
６
年
①

ゴ
ー
ト
メ
ェ
〜
（
八
木
）
②
筋
肉
ご
り

ご
り
（
神
代
）
▽
婦
人
会
の
部
①
上
八

木
②
榎
列
▽
保
体
の
部
①
志
知
②
神
代

▽
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
部
①
三
原
中
学
校
②
神
代

小
学
校
▽
加
盟
団
体
の
部
①
三
原
お
の

こ
ろ
ク
ラ
ブ
②
野
球
連
盟
▽
一
般
の
部

①
市
保
育
所
B
②
市
保
育
所
A

【
地
区
対
抗
年
代
別
リ
レ
ー
】
▽
男
子
①

福
永
②
青
木
③
籠
池
▽
女
子
①
籠
池
②

掃
守
③
上
八
木

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
】
▽
老
人
会
の
部

（
団
体
）
①
福
永
B
②
福
永
C
③
高
A
▽

同
（
個
人
）
①
沢
田
弥
生
（
福
永
B
）

②
柏
木
道
夫
（
上
八
木
竹
）
③
市
川
弘

子
（
上
神
稲
）
▽
婦
人
会
の
部
（
団
体
）

①
市
A
②
小
榎
列
③
福
永
A
▽
同
（
個

人
）
①
田
中
明
美
（
小
榎
列
）
②
仲
田

純
子
（
福
永
A
）
③
入
谷
幸
子
（
北
所

B
）
▽
一
般
の
部
（
団
体
）
①
福
祉
会

A
②
お
か
ん
ず
▽
同
（
個
人
）
①
山
本

福
一
（
福
祉
会
A
）
②
木
下
す
み
子
（
福

祉
会
A
）
③
森
信
之
（
体
協
B
）

◆
西
淡
綱
引
き
大
会
（
10
月
14
日
、

西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
体
育
館
）

①
雁
来
（
津
井
）
②
西
本
村
（
津
井
）

③
志
知
川
根
性
な
し
チ
ー
ム
（
松
帆
）、

志
知
川
体
力
な
し
チ
ー
ム
（
松
帆
）

◆
湊
地
区
公
民
館
囲
碁
将
棋
大
会

（
9
月
23
日
、
湊
公
民
館
）

【
将
棋
の
部
】
①
杉
本
真
輝
②
岡
鼻
惇
生

③
勢
戸
啓
一

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

ご
存
知
で
す
か
？

写
真
付
き
カ
ー
ド
は
、
身
分

証
明
書
に
な
り
ま
す

　

顔
写
真
付
き
の
カ
ー
ド
は
、
金

融
機
関
で
口
座
を
開
設
す
る
と
き

や
携
帯
電
話
を
新
規
購
入
す
る
場

【
囲
碁
の
部
】
①
萩
原
政
夫
②
今
井
士
郎

③
大
石
忠
男

◆
訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
10
月
号
、
子
ど
も
会
仲
良
し
将

棋
大
会
の
結
果
中
、
小
学
校
低
学
年
の

部
で
西
川
さ
ん
の
氏
名
が
間
違
っ
て
い

ま
し
た
。
正
し
く
は
、西
川
大
成
君
で
す
。

お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

★
こ
の
欄
へ
の
掲
載
は
情
報
課
（
☎
43
・

　

５
０
０
３
、
F 

43
・
５
１
０
３
）
ま
で

　

わ
が
家
の
安
全
性
を
確
認
す
る

た
め
、
簡
易
耐
震
診
断
員
（
建
築

士
）
に
よ
る
簡
易
耐
震
診
断
を
受

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
着
工
し
た
住
宅
。
平
成
12

〜
14
年
度
実
施
の
「
わ
が
家
の

耐
震
診
断
推
進
事
業
」
を
受
け

た
家
は
対
象
外

▽
負
担
金　

構
造
・
種
別
に
よ
り

異
な
る
。
木
造
戸
建
住
宅
の
場

簡
易
耐
震
診
断
を

受
け
ま
せ
ん
か
？

す
。
ま
た
、
連
絡
し
た
人
が
誰
か

特
定
さ
れ
て
る
よ
う
な
情
報
は
、

決
し
て
も
ら
し
ま
せ
ん
。
秘
密
は

必
ず
守
ら
れ
ま
す
。

▽
ネ
グ
レ
ク
ト　

子
ど
も
を
家
に

閉
じ
こ
め
た
り
、
病
気
や
ケ
ガ

を
し
て
も
病
院
に
連
れ
て
行

か
な
い
、
食
事
を
与
え
な
い
な

ど
▽
心
理
的
虐
待　

言
葉
で
脅
し
た

り
、
無
視
し
た
り
、
心
に
傷
を

与
え
る
言
動
を
行
う
こ
と

守
秘
義
務
違
反
や
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
侵
害
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　

医
師
や
公
務
員
な
ど
に
は
職
業

上
知
り
得
た
個
人
の
秘
密
を
守
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
子

ど
も
の
虐
待
を
連
絡
す
る
義
務

は
、
法
律
で
守
秘
義
務
よ
り
優
先

さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま

合
、
１
棟
３
千
円

▽
申
込
み　

総
合
窓
口
セ
ン
タ

ー
備
付
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
明
記
の
う
え
、
都
市
計

画
課
（
西
淡
庁
舎
、
☎
37
・

３
０
１
６
）
ま
で
提
出

合
な
ど
に
、
身
分
証
明
書
と
し
て

利
用
で
き
ま
す
。

　

運
転
免
許
証
の
な
い
方
や
、
運

転
免
許
証
を
返
納
し
た
高
齢
の
方

に
特
に
役
立
ち
ま
す
。
写
真
な
し

の
カ
ー
ド
も
あ
り
ま
す
。

▽
写
真
サ
イ
ズ　

縦
４
・
５
㎝
×

横
３
・
５
㎝

▽
申
請
先　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

▽
交
付
先　

申
請
時
の
総
合
窓
口

セ
ン
タ
ー
（
２
〜
３
日
後
。
ご

本
人
へ
カ
ー
ド
交
付
通
知
書

を
郵
送
し
ま
す
）

▽
交
付
手
数
料　

５
百
円

問
市
民
課
☎
43
・
５
０
２
３

広報 
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南
あ
わ
じ
市
国
民
健
康
保
険

阿
那
賀
診
療
所
院
長
の
大
鐘
稔

彦
さ
ん
（
阿
那
賀
）
に
こ
の
ほ

ど
、
へ
き
地
診
療
所
等
勤
務
医

師
に
対
す
る
知
事
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

大
鐘
さ
ん
は
平
成
十
一
年
一

月
、
同
診
療
所
へ
十
四
代
目
の

医
師
と
し
赴
任
。
以
来
、
七
年

以
上
に
わ
た
り
同
診
療
所
に
勤

務
、
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
後

に
は
伊
加
利
診
療
所
で
も
診
察

さ
れ
て
い
ま
す
。「
あ
ら
ゆ
る

患
者
さ
ん
を
診
る
こ
と
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
こ
の
地
に
骨
を
埋
め

る
つ
も
り
で
取
り
組
み
ま
す
」

と
意
気
込
み
を
語
ら
れ
ま
し

た
。

　

人
名
救
助
の
長
尾
洋
之
さ
ん

（
広
田
）
に
こ
の
ほ
ど
、
兵
庫

県
の
じ
ぎ
く
賞
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

　

長
尾
さ
ん
は
、
九
月
二
十
日

午
前
五
時
ご
ろ
慶
野
松
原
海
岸

を
散
歩
中
、
波
打
ち
際
に
倒
れ

て
い
た
男
性
を
発
見
、
浜
に
引

き
上
げ
て
救
助
し
ま
し
た
。

1415

まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
公

聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

　

暴
力
追
放
・
安
全
安
心
ま
ち

づ
く
り
市
民
大
会
が
十
月
十
五

日
、
西
淡
公
民
館
で
行
わ
れ
、

次
の
各
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た

（
敬
称
略
）。

　

市
内
の
治
安
維
持
に
尽
力
し

た
警
察
官
を
称
え
る
、
市
民
の

警
察
官
【
ゆ
づ
る
は
賞
】
山
内

松
次
朗
警
部
補
（
福
良
警
部
派

出
所
）、
矢
野
毅
巡
査
長
（
刑

事
課
）

　
【
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
暴
力
追
放

運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
連
絡
協
議

会
表
彰
】
暴
力
追
放
福
良
地
区

町
民
会
議
【
県
少
年
補
導
員
連

絡
協
議
会
表
彰
】谷
池
弘
士（
津

井
）【
近
畿
防
犯
協
会
連
絡
協

議
会
表
彰
】
橋
本
正
彦
（
福
良
）

【
全
国
防
犯
協
会
連
合
会
表
彰
】

森
丞す
す
む（
同
）【
県
防
犯
協
会
連

合
会
表
彰
】
大お
お
ま
た亦
昭
（
阿
那
賀
）

村
野
保
司
（
福
良
）、【
南
あ
わ

じ
防
犯
協
会
表
彰
】
飯
田
寛
治

（
松
帆
）
島
田
孝
（
市
）
藤
岡

勝
平
（
灘
）
原
田
吉
郎
（
福
良
）

泊
博
文
（
広
田
）

お
め
で
と
う

　

伊
加
利
地
区
と
神
代
地
区
で
子

ど
も
た
ち
が
さ
つ
ま
い
も
の
収
穫

体
験
で
交
流
、
秋
の
味
覚
を
味
わ

い
ま
し
た
。

　

伊
加
利
地
区
公
民
館
を
拠
点
に

活
動
す
る
「
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
自
然
科
学
コ
ー
ス
」
の
子
ど

も
た
ち
ら
四
十
人
が
十
月
九
日
、

さ
つ
ま
い
も
の
収
穫
で

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

収
穫
後
、
芋
の
植
え

付
け
や
管
理
な
ど
で
お

世
話
に
な
っ
た
同
地
区

老
人
会
の
方
々
を
招
き
、

ホ
ク
ホ
ク
の
焼
き
芋
や

天
ぷ
ら
な
ど
に
し
て
昼

食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

十
月
十
二
日
に
は
神
代
保
育
所

近
く
の
農
園
で
も
恒
例
の
芋
掘
り

大
会
が
行
わ
れ
、
同
保
育
所
の
三

歳
か
ら
五
歳
児
八
十
五
人
と
神
代

小
学
校
の
一
年
生
の
児
童
二
十
二

2006.11.1発行

　

米
づ
く
り
体
験

実
り
の
秋
、
各
地
で
収
穫
体
験

安
全
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
功
労
者
に
各
賞

ち
わ
び
た
様
子
。
児
童
は
田
ん
ぼ

の
所
有
者
の
奥
野
忠
さ
ん
か
ら
鎌

の
使
い
方
を
教
わ
り
、
手
作
業
で

一
株
ず
つ
刈
り
取
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　

刈
り
終
わ
っ
た
後
に
は
、
県
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
普
及
員
の

中
田
佳
克
さ
ん
か
ら
、
お
茶
碗

一
杯
分
の
稲
穂
の
量
や
、
台
風
が

来
た
時
の
対
処
法
な
ど
、
お
米
の

育
て
方
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し

た
。

　

児
童
ら
は
「
鎌
を
使
う
の
は
難

し
か
っ
た
が
、楽
し
か
っ
た
」「
ご

飯
を
作
る
の
は
大
変
だ
と
わ
か
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

長
尾
洋
之
さ
ん
に

の
じ
ぎ
く
賞

第４回読書っ子まつりを開催読書へつながる興味を高める
　子どもたちに読書への興味や関心を高めてもらおうと10月 21日、

「読書っ子まつり」が三原図書館などで行われ、1,200 人が訪れまし

た。当日は昔話クイズや人形劇、動物風船づくりなど本に親しむ行事

が盛りだくさんに行われ、館内は子どもたちの歓声に包まれました。

　淡路人形浄瑠璃発祥の地を巡る「まち探検隊」では、初めて淡路人

形を遣ったとされる引田源之丞の旧邸跡や淡路人形の守護神がまつら

れている三条八幡神社脇宮戎社を訪ね、500年の歴史を学びました。
▲淡路人形浄瑠璃発祥の地を巡る「まち探検隊」（三条八幡神社）

榎
列
公
民
館
敷
地
に
句
碑
建
立

服は
っ
と
り
ら
ん
せ
つ

部
嵐
雪　
三
百
年
忌
の
句
碑
を
除
幕

　

南
あ
わ
じ
市
に
ゆ
か
り
の
深
い

俳
人
・
服
部
嵐
雪
の
三
百
年
忌
を

記
念
し
て
榎
列
公
民
館
敷
地
に
句

碑
が
建
立
さ
れ
十
月
十
三
日
、
関

係
者
ら
約
五
十
人
が
出
席
し
て
除

幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
命
日
の

こ
の
日
に
は
、句
集
も
発
行
さ
れ
、

来
年
に
は
記
念
展
示
や
講
演
会
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

嵐
雪
は
一
六
五
四
年
、
旧
小
榎

並
村
で
生
ま
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。「
梅
一
輪
い
ち
り
ん
ほ

ど
の
暖
か
さ
」
の
俳
句
で
知
ら
れ

る
江
戸
時
代
の
俳
人
で
、
松
尾
芭

蕉
に
入
門
「
蕉
門
十
哲
」
の
一
人
。

　

こ
れ
ま
で
島
内
で
は
、
没
後

五
十
年
毎
に
句
碑
建
立
な
ど
の

記
念
事
業
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
三
百
年
忌
で
は
、
嵐
雪
の
親

類
の
子
孫
に
あ
た
る
服
部
達み

ち
は
る明

さ
ん
（
榎
列
）
が
発
起
人
と
な
り

今
春
、「
三
百
年
忌
記
念
事
業
委

員
会
」
を
結
成
、
島
内
の
俳
句
グ

ル
ー
プ
や
有
志
な
ど
か
ら
協
賛
を

得
て
、
句
集
「
梅
い
ち
り
ん
」
の

発
行
や
句
碑
の
建
立
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
句
碑
に
は
嵐
雪
の
代
表

作
「
ふ
と
ん
着
て
寝
た
る
姿
や
東

山
」
の
句
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

▲俳人・服部嵐雪の300年忌の句碑

伊
毘
う
ず
し
お
村
で
「
海
ホ
タ
ル
」
観
賞
会

浜
辺
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
夜
空
の
星

　

神
代
小
学
校
天
体
観
測
ド
ー
ム

再
建
準
備
会
（
木
田
徹
代
表
）
が
、

十
月
十
四
日
、「
星
空
と
海
ホ
タ

ル
」
の
観
賞
会
を
伊
毘
う
ず
し
お

村
で
開
催
し
、
親
子
ら
約
四
十
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

海
ホ
タ
ル
は
、
太
平
洋
沿
岸
に

幅
広
く
生
息
す
る
体
長
約
三
ミ
リ

の
米
粒
の
よ
う
な
形
を
し
た
虫

で
、
昼
間
は
砂
の
中
で
生
活
し
、

夜
間
に
海
中
に
出
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
外
敵
が
襲
っ
て
き
た
と
き

の
威
嚇
と
し
て
、
青
紫
色
に
発
光

す
る
物
質
を
出
し
ま
す
。
星
空
を

観
測
す
る
と
き
と
同
じ
よ
う
な
、

明
か
り
の
な
い
、
静
か
で
き
れ
い

な
海
辺
で
な
い
と
見
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

観
賞
会
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
餌

と
な
る
魚
肉
の
入
っ
た
仕
掛
け
を

海
水
に
沈
め
て
お
き
、
海
ホ
タ
ル

を
採
集
。
仕
掛
け
に
入
っ
た
海
ホ

タ
ル
を
浜
辺
に
引
き
上
げ
る
と
、

刺
激
を
受
け
て
青
紫
色
の
光
を
出

し
ま
し
た
。
浜
辺
は
、
夜
空
の
星

が
散
り
ば
め
ら
れ
た
か
の
よ
う
に

光
り
、
参
加
者
か
ら
は
「
き
れ

い
！
」と
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
近
く
に
こ
ん
な
生

物
が
い
た
な
ん
て
驚
い
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

▲仕掛けに入った海ホタルを眺める参加者

　

農
業
や
「
食
」
を
理
解
し
、
親

し
み
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
兵

庫
県
と
南
あ
わ
じ
市
が
実
施
す
る

「
い
き
い
き
農
作
業
体
験
事
業
」が
、

広
田
・
倭
文
・
松
帆
・
市
・
北
阿

万
小
学
校
で
行
わ
れ
、
児
童
が
地

元
農
家
の
田
ん
ぼ
で
、
田
植
え
や

稲
刈
り
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

広
田
小
学
校
で
は
、
九
月

二
十
七
日
、
四
年
生
六
十
六
人
が

稲
刈
り
体
験
を
し
ま
し
た
。
児
童

ら
が
六
月
に
植
え
た
稲
は
黄
金
色

に
輝
き
、
頭
が
垂
れ
、
収
穫
を
待

大お
お
が
ね
と
し
ひ
こ

鐘
稔
彦
医
師
に

知
事
表
彰

　

さ
つ
ま
い
も
収
穫
体
験

収
穫
し
た
芋
を
運
ぶ
子
ど
も
た
ち
（
伊
加
利
）

▲さつま芋に歓声をあげる園児ら（神代）

浜辺で光る海ホタル

人
が
交
流
し
ま
し
た
。
さ
つ
ま
い

も
は
、
同
保
育
所
保
護
者
会
長
の

佐
藤
重
朝
さ
ん
の
畑
に
園
児
ら
が

三
百
本
の
苗
を
植
え
育
て
て
い
ま

し
た
。
こ
の
日
は
、
佐
藤
さ
ん
に

手
伝
っ
て
も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち

は
芋
を
次
々
に
掘
り
あ
げ
「
お
っ

き
い
、
で
か
い
の
掘
れ
た
よ
ー
」

と
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
収

穫
し
た
芋
は
、
保
育
所
の
給
食
の

材
料
や
お
や
つ
と
し
て
使
わ
れ
、

持
ち
帰
っ
た
芋
も
収
穫
の
喜
び
を

家
族
で
味
わ
う
「
食
育
」
の
材
料

と
な
り
ま
し
た
。

▲稲刈り体験（広田小学校）
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法律相談（先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
◆日時　14・28日（火）13:30 ～ 16:30
◆場所　三原市民センター　小会議室
◆申込み　市民課☎43-5023予約必要
行政相談
◆内容　行政相談員による相談
◆日時　８日（水）13:30 ～ 15:00
◆場所　三原市民センター　小会議室
◆申込み　市民課☎ 43-5023
高齢者の総合相談
（法律相談）
◆日時　10・24日（金）13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830
テレビ電話による交通事故相談
◆日時　８日（水）10:30 ～ 16:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830

テレビ電話による法律相談
◆日時　毎週平日木曜日 13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830

司法書士会による相談
（法律・登記相談）
◆日時　21日（火）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（多重債務者相談）
◆日時　27日（月）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（申込み）
野
のぐちやすし

口泰嗣司法書士事務所☎ 26-3123
こころのケア相談
◆内容　心の悩みや病気に関すること
◆日時　毎月第１水曜日 14:00 ～ 16:00
◆場所　南淡路健康福祉事務所（旧三原保健所）
◆申込み　☎ 52-0099予約必要

酒害相談
◆内容　アルコール依存症に関すること
　　　　 「自立への支援について」
◆助言者　新淡路病院 看護師 鴨井正典氏
◆日時　10日（金）14:00 ～ 16:00
◆場所　南淡路健康福祉事務所（旧三原保健所）
◆申込み　☎ 52-0099予約必要

女性の人権ホットライン
◆内容　職場でのセクハラ、夫やパート
　ナーからの暴力、ストーカーなど人権侵
　害に関すること。神戸地方法務局・兵庫
　県人権擁護委員連合会が開設
◆電話　0570-070-810（全国共通）
◆日時　13～ 17日 8:30 ～ 19:30、
　　　　18～ 19日 10:00 ～ 17:00

11月の
　無料相談

観
賞
用
苗
木
の
あ
っ
せ
ん

　

淡
路
森
林
組
合
で
は
観
賞
用
苗

木
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

▽
苗
木
の
種
類　

桜
、さ
ざ
ん
か
、

柑
橘
類
な
ど
。
詳
し
い
資
料
と

申
込
書
は
総
合
窓
口
セ
ン
タ

ー
、
連
絡
所
等
に
備
付

▽
そ
の
他　

産
地
か
ら
の
宅
配
運

賃
１
梱
包
千
50
円
が
必
要

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５

家
庭
用
品
修
理
会

　

あ
な
た
の
家
の
中
で
、
壊
れ
た

日
用
品
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
ま

せ
ん
か
？
有
料
で
修
理
し
ま
す
。

▽
日
時
・
場
所　

11
月
１
日
（
水
）

＝
南
淡
公
民
館
、
11
月
11
日

（
土
）
＝
緑
市
民
セ
ン
タ
ー
、

11
月
25
日
（
土
）
＝
三
原
公
民

館
。
午
前
９
時
〜
11
時
。
修
理

品
の
返
却
は
翌
日
の
午
後
３

時
〜
５
時
、
南
淡
公
民
館
の
み

午
前
10
時
〜
正
午

▽
修
理
対
象　

包
丁
・
ハ
サ
ミ
砥

ぎ
、
な
べ
・
ヤ
カ
ン
の
鋳
掛
、

洋
傘
な
ど
。
電
気
コ
ー
ド
・
コ

ン
セ
ン
ト
は
南
淡
公
民
館
の

み
（
無
料
）。
修
理
不
可
能
な

場
合
も
あ
り

問
市
消
費
者
協
会
事
務
局
（
商
工

観
光
課
内
）
☎
37
・
３
０
１
２

自 

衛 

隊 

生 

徒

▽
募
集
資
格　

15
歳
以
上
17
歳
未

満
（
平
成
19
年
４
月
１
日
現

在
）
の
男
子
で
中
学
校
卒
業
者

（
予
定
含
む
）

▽
受
付
期
限　

平
成
19
年
１
月
９

日
（
火
）

▽
試
験
日　

１
次
＝
１
月
13
日
、

２
次
＝
１
月
26
日
〜
29
日
の

う
ち
１
日

▽
試
験
種
目　

筆
記
試
験
、
口
述

試
験
、
適
性
検
査
、
身
体
検
査

問
自
衛
隊
淡
路
募
集
事
務
所

　

☎
24
・
２
４
４
９

「
こ
う
の
と
り
の
会
」
ク
リ

ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
参
加
者

　

農
山
漁
村
部
在
住
の
男
性
と
都

市
部
な
ど
の
女
性
と
の
出
会
い
を

応
援
す
る
「
こ
う
の
と
り
の
会
」

が
、
年
末
恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
楽

し
い
雰
囲
気
の
中
で
新
し
い
出
会

い
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
に
は
事
前
の
会
員
登
録

（
無
料
）
が
必
要
で
す
。

▽
日
時　

12
月
９
日
（
土
）
正
午

〜
午
後
３
時

▽
場
所　

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
神
戸

ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド

▽
参
加
費　

男
性　

５
千
円
、
女

性
４
千
円

▽
定
員　

20
歳
以
上
の
独
身
男
女

各
１
２
０
人

▽
申
込
み　

㈶
兵
庫
県
青
少
年
本

部
こ
う
の
と
り
の
会
事
務
局
☎

F
０
７
８
・
３
６
６
・
４
３
２
１

市
・
県
営
住
宅
入
居
者

◆
政
令
月
収
20
万
円
以
下
対
象

　
（
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の

い
る
世
帯
等
は
、
26
万
8
千
円

以
下
）、
市
営
住
宅

▽
湊
団
地
（
湊
）　

１
戸
、
Ａ
棟

１
０
１
号
、
３
Ｄ
Ｋ
、
１
階
、

単
身
不
可
、
昭
和
63
年
度
建

設
。
家
賃
月
額
１
万
５
千
９
百

円
〜
３
万
５
千
円

▽
伊
加
利
団
地
（
伊
加
利
）　

１

戸
、
Ｂ
棟
15
号
、
３
Ｄ
Ｋ
、
メ

ゾ
ネ
ッ
ト
、
単
身
不
可
、
昭

和
54
年
度
建
設
。
家
賃
月
額

１
万
４
千
円
〜
３
万
８
百
円

◆
同
対
象
、
県
営
住
宅

▽
緑
広
田
鉄
筋
（
広
田
）　

１

戸
、
１
棟
４
０
３
号
、
３

Ｄ
Ｋ
、
４
階
、
３
人
以
上
、

昭
和
54
年
度
建
設
。
家
賃

月
額
１
万
４
千
８
百
円
〜

３
万
２
千
６
百
円

◆
政
令
月
収
20
万
円
以
上
対
象
、

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

▽
さ
く
ら
台
団
地　
（
賀
集
）　

２

戸
、
や
え
棟
１
―
２
号
・
３
―

２
号
、
３
Ｄ
Ｋ
、
２
階
、
単
身

不
可
、
平
成
10
年
度
建
設
。
家

賃
月
額
６
万
５
千
円
、
駐
車
場

１
台
月
額
２
千
５
百
円

◆
申
込
期
限　

11
月
15
日
（
水
）

◆
公
開
抽
選
会　

11
月
28
日（
火
）

午
前
10
時
〜
、
西
淡
保
健
セ
ン

タ
ー
１
階
和
室

◆
申
込
み　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

淡
路
島
公
園
を
楽
し
も
う
会

◆
花
と
緑
の
教
室
（
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
）

▽
日
時　

11
月
25
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
、
午
後
１
時
30
分
〜
、

各
２
時
間

▽
定
員　

各
回
15
人

▽
参
加
費　

２
千
円
（
材
料
代
）

◆
探
鳥
会
（
冬
の
野
鳥
の
観
察
）

▽
日
時　

12
月
10
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
１
時

▽
定
員　

20
人
（
参
加
費
無
料
）

◆
場
所　

淡
路
島
公
園
オ
ア
シ
ス
館

◆
申
込
み　

淡
路
島
公
園
管
理

事
務
所
☎
０
７
９
９
・
72
・

５
３
６
６

走
る
県
民
教
室
・
第
４
期
分

（
バ
ス
借
り
上
げ
費
用
補
助
）

　

県
で
は
、
皆
さ
ま
に
県
の
施
設

な
ど
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
、
県

政
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
地

域
間
交
流
な
ど
を
図
っ
て
も
ら
お

う
と
、「
走
る
県
民
教
室
」
を
実

施
し
、
バ
ス
借
り
上
げ
費
用
の
半

額
（
上
限
＝
日
帰
り
５
万
円
、
１

泊
10
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

▽
対
象　

淡
路
島
内
の
自
治
会
、

高
齢
者
、
女
性
、
青
少
年
等
の

地
域
団
体
（
20
人
以
上
）。
１

団
体
に
つ
き
、
１
年
度
１
回

▽
見
学
実
施
日　

19
年
１
月
１
日

〜
３
月
31
日

▽
申
込
み　

11
月
20
日
〜
12
月
１

さんちゃん市
◆日時　年中無休
　午前９時～午後６時
◆場所　ファームパーク
　イングランドの丘入口横
◆内容　野菜・果物・加工
　品を安値で販売
問さんちゃん市☎ 43-2882

しづおり朝市
◆日時　毎週日曜日
　午前８時～11時 30分
◆場所　倭文まちづくりの丘
　（しづおり団地上）
◆内容　野菜・果物を安値
　で販売
問朝市事務局☎46-0301

うずしお朝市
◆日時　毎月第４日曜日
　午前９時～正午
◆場所　福良漁業協同組合
　（駐車場は旧福良中学跡地）
◆内容　魚介類など販売。
　500円毎にスピードくじ
問福良漁協☎52 -0064

幡多の朝市
◆日時　毎週日曜日
　午前８時30分～ 11時
◆場所　営農拠点センター
　横（榎列上幡多）
◆内容　野菜などを安値で
　販売
問事務局☎42-2047

日
問
淡
路
県
民
局
企
画
調
整
担
当

　

☎
26
・
２
０
０
９

農
業
者
年
金
へ
加
入
を

　

農
業
者
年
金
制
度
は
少
子
高
齢

化
に
即
応
し
た
農
業
者
の
た
め
の

公
的
年
金
で
す
。
農
業
者
が
積

み
立
て
し
た
原
資
と
そ
の
運
用
益

に
よ
り
、
生
涯
に
わ
た
り
年
金
が

受
け
ら
れ
る
「
確
定
拠
出
型
積
立

方
式
」
で
あ
り
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
認
定
農
業
者
等
に
対
し
て

は
保
険
料
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
老
後
の
安
定
し
た
生
活
の
た

め
、
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

▽
加
入
資
格　

次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
方
。
①
国
民
年
金
の
第

1
号
被
保
険
者
②
年
間
60
日

以
上
農
業
に
従
事
③
20
歳
以

上
60
歳
未
満

問
農
業
委
員
会
☎
43
・
５
０
２
９

第
３
子
へ

オ
ム
ツ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
淡
路
か

ら
少
子
化
対
策
支
援
と
し
て
、
第

３
子
以
上
の
新
生
児
へ
オ
ム
ツ
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

▽
対
象　

島
内
在
住
の
第
３
子
以

上
の
新
生
児
（
平
成
18
年
８
月

１
日
〜
19
年
７
月
31
日
生
）

▽
品
物　

紙
お
む
つ
68
枚
入
り

（
引
き
換
え
券
を
送
付
、
指
定

の
商
店
で
品
物
と
交
換
）

▽
申
込
み
方
法　

市
役
所
総
合
窓

口
セ
ン
タ
ー
備
付
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
明
記
の
う

え
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

請
。
平
成
19
年
８
月
20
日
ま
で

▽
申
込
先　

〒
６
５
６
―
２
１
３ 

１
淡
路
市
志
筑
３
５
１
７
木

下
寿
子
☎
０
７
９
９
・
62
・

０
６
９
５
、
F 

62
・
２
２
４
１

「
税
を
考
え
る
週
間
」
イ
ベ
ン
ト

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
一
環

と
し
て
、
次
の
行
事
を
洲
本
税
務

署
で
行
い
ま
す
。

◆
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
（
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
）
体
験

▽
日
時　

11
月
13
日
〜
15
日

◆
小
学
生
の
書
道
、
中
・
高
校
生

の
作
文
の
展
示

▽
日
時　

11
月
13
日
〜
17
日

問
洲
本
税
務
署
☎
24
・
１
２
１
２

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ー
ル
・
イ
ン

淡
路
２
０
０
６

　

家
庭
の
不
用
品
を
持
ち
寄
り
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す

▽
日
時　

11
月
23
日
（
木
・
祝
）

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▽
場
所　

県
立
淡
路
文
化
会
館

問
淡
路
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
９
９
・
85
・
０
９
９
９

鳴
門
岬
（
道
の
駅
う
ず
し

お
）
周
辺
の
美
化
活
動

▽
日
時　

11
月
15
日
（
水
）
午
前

８
時
〜
約
１
時
間

▽
集
合
場
所　

笹
山
駐
車
場

▽
そ
の
他　

一
般
参
加
歓
迎
。
雨

天
中
止

問
南
あ
わ
じ
市
観
光
協
会

　

☎
36
・
４
０
７
９

鳥
井
土
曜
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
土
曜
日
午
前
８
時

〜
正
午

▽
場
所　

鳥
井
公
会
堂
前
駐
車
場

（
八
木
公
民
館
隣
）

▽
内
容　

新
鮮
野
菜
を
安
値
販
売

問
鳥
井
営
農
ク
ラ
ブ
☎
42
・

１
１
６
９



まなびの扉
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■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル
　☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
B&G南淡海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター
　☎55-0652
賀集スポーツセンター
　☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
松帆地区公民館☎36-2137
湊地区公民館☎36-2055
津井地区公民館☎38-0201
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎39-0011
伊加利地区公民館☎39-0567
西淡志知公民館☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館☎42-5958
三原志知公民館☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
北阿万地区公民館☎55-0055
阿万地区公民館☎55-0046
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001

広報 

今月の
おすすめ図書

●ふしぎの国の安兵衛
荒木源著（小学館）

母ひとり子ひとりの家庭
に、ある日、謎のちょんま
げ姿の男が現れた。180
年前の世界からやってきた
お侍だという。彼は炊事、
洗濯、掃除に、子育て、す
べて完璧! スーパー主夫エ
ンタテインメント。
●ゲド戦記　徳間アニメ絵本
　アーシュラ・Ｋ．ル＝グウィン作（徳間書店）

緑公民館図書室☎44-3008

●動物と向きあって生きる
坂東元著（角川書店）

北海道の旭山動物園には、
「野生動物と家畜・ペット
は違う」という明確なポリ
シーがあります。そこで働
く著者が、ペットじゃない
動物のすごさや行動展示
について語ります。

●親の入院・介護に直面したら読む本
　長岡美代著（実務教育出版）

三原図書館☎43-5037

●おたんじょうびのひ
中川ひろたか文／長谷川義史絵（朔北社）

明日はよしふみくんの
お誕生日。6年前に生ま
れました。みんな、生ま
れた時どんな赤ちゃん
だったかお母さんに聞
いてみます。初めて歩い
た時のこと、新しい言葉
を喋った時のこと…。巻
末に「おたんじょうびの
ひ」の楽譜付き。
●うちの３姉妹　
　松本ぷりっつ著（主婦の友社）西淡公民館図書室☎37-3028

●彼女のこんだて帖
角田光代著（ベターホーム出版局）

恋を失って泣きたい夜に食べ
るフルコース、専業主婦の憂
うつを救うシチュウ。あなた
はどの「彼女」の料理を作る？
角田光代のハートフル・ス
トーリーに、登場する料理を
再現した詳しいレシピ付き
の、２度おいしいこんだて帖。

南淡図書館☎53-0234

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9時30分～19時
　ただし、日曜日・祝日は、午後5時まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も5時まで）
☆休 館 日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）
※三原図書館は、特別整理（蔵書点検）のため
　12月1日（金）～６日（水）まで休館します

ま
な
び
の
扉

師
：
神こ

う
づ津

武
男
氏
）

▽
場
所　

三
原
公
民
館
（
無
料
）

▽
申
込
み　

㈶
淡
路
人
形
協
会
事

務
局
☎
37
・
３
０
２
０

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
版
画
カ
レ
ン
ダ
ー
展

　

こ
と
ぶ
き
版
画
同
好
会
に
よ
る

淡
路
人
形
を
題
材
に
し
た
版
画
作

品
展
。
11
月
8
日
（
水
）
〜

◆
淡
路
人
形
写
真
展　

11
月
22
日

　
（
水
）
〜

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

働
く
婦
人
の
家

　
各
種
講
座
の
ご
案
内

◆
か
ず
ら
編
み　

11
月
17
日（
金
）

午
後
６
時
30
分
。
定
員
15
人
。

材
料
（
か
ず
ら
）
の
調
達
は
11

月
13
日
午
後
１
時
30
分
に
三

原
健
康
広
場
集
合
、
参
加
自
由

◆
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
づ
く
り　

12
月
23
日
（
土
）
午
前
10
時
と

午
後
１
時
30
分
の
２
回
。
定
員

各
16
人
。
材
料
費
２
千
百
円

◆
申
込
み　

働
く
婦
人
の
家

　

☎
43
・
２
３
２
６

　

　国分遺跡は淡

路国分寺の西

側、八木国分に

位置する弥生時

代～中世の遺跡

です。

　平成 14 年度

の調査により、

弥生時代中頃

（約 2100 年前）

の南北 7.5 ｍ以上×東西３ｍの大きさの掘立柱建物跡が

発掘されました。

　建物跡が見晴らしの良い場所にあることや南北の柱間が

約１ｍと非常に短いことから、特別な建物であったことが

想像されます。

　　　　　　問埋蔵文化財調査事務所☎ 42-3849

こ
ど
も
伝
統
芸
能
交
流
会

▽
日
時　

11
月
18
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜

▽
場
所　

賀
集
地
区
公
民
館

▽
内
容　

中
町
北
小
学
校
・
播
州

歌
舞
伎
と
南
淡
中
学
校
・
淡
路
人

形
浄
瑠
璃
の
共
演
（
入
場
無
料
）

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課
☎
37
・

３
０
２
０

玉
青
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅰ

玉
青
館
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち

▽
期
間　

１
月
28
日
（
日
）
ま
で

▽
内
容　

菅す
が
た
て
ひ
こ

楯
彦
・
矢
野
橋き

ょ
う
そ
ん

村
・

幸ゆ
き
ま
つ
し
ゅ
ん
ぽ

松
春
浦
の
未
公
開
作
品
（
全

て
日
本
画
）、
森
本
栖せ

い
ほ
う鳳

（
書

家
・
南
あ
わ
じ
市
出
身
）・

仙せ
ん
ざ
き崎

誠
（
日
本
画
）・
奥
山

藤と
う
い
ち一

（
洋
画
）・
奥
山
普ひ

ろ
し（

洋
画
）

の
作
品
を
展
示

▽
入
館
料　

大
人
３
０
０
円

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

淡
路
人
形
座

秋
の
特
別
公
演

▽
日
時　

11
月
25
日
（
土
）
午
後

６
時
30
分
〜

▽
場
所　

三
原
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▽
演
目　

人
形
芝
居
と
素
浄
瑠
璃

に
よ
る
「
忠
臣
蔵
」。
※
人
間

国
宝
・
鶴
澤
友
路
師
匠
も
出
演

▽
入
場
料　

前
売
券
一
般
千
５
百

円
・
中
高
生
千
２
百
円
・
小
学

生
千
円

▽
販
売
所　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
館

（
☎
52
・
０
２
６
０
）、
㈶
淡
路

人
形
協
会
事
務
局
（
生
涯
学
習

文
化
振
興
課
＝
西
淡
庁
舎
、
☎

37
・
３
０
２
０
）

淡
路
人
形
の
浄
瑠
璃
講
座

▽
日
時　

11
月
13
日
（
月
）
午
後

７
時
30
分

▽
内
容　

義
太
夫
節
の
伝
承
（
講

国こ

く 

分ぶ 

遺 

跡
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 ●11月の図書館カレンダー

シリーズ
初
心
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
講
座

（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）

▽
日
時
・
内
容　

①
11
月
25
日

（
土
）
午
前
９
時
〜
正
午
＝
ワ

ー
ド
を
使
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス

カ
ー
ド
作
り
。
②
12
月
10
日

（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

30
分
＝
エ
ク
セ
ル
講
座

▽
場
所　

洲
本
実
業
高
校

▽
定
員　

各
回
40
人

▽
参
加
費　

①
６
百
円
②
千
円

（
テ
キ
ス
ト
代
）

▽
申
込
み　

講
座
の
種
類
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
性

別
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明

記
の
う
え
、
洲
本
実
業
高
校

（
F 

22
・
２
５
８
３
、
E
メ
ー

ル

su
m
o
to
-ih
s@
h
yo
go
-c.

ed
.jp
 

、
☎
22
・
１
２
４
０
）

ま
で

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
・
加
地
亮

選
手
応
援
ス
ク
リ
ー
ン
観
戦

▽
日
時　

11
月
15
日
（
水
）
午
後

７
時
。
開
場
１
時
間
前

▽
場
所　

西
淡
公
民
館
（
入
場
無
料
）

▽
内
容　

ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
２
０
０
７

予
選
・
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
戦

問
が
ん
ば
れ
！
私
設
応
援
団
（
河

辺
）
☎
０
９
０
・
３
６
２
２
・
８

　

９
４
３
、
F 

36
・
５
５
７
９
、

Ｅ
メ
ー
ルyasu

h
iro
.0
6
2
5
 

@
ezw
eb
.n
e.jp

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
休
館
日

　

南
あ
わ
じ
市
の
体
育
館
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
な
ど
の
体
育
施
設
は
、
12

月
29
日
〜
１
月
３
日
ま
で
休
館
し

ま
す
。

　

な
お
、
三
原
健
康
広
場
で
は

12
月
28
日
、
南
淡
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
で
は
12
月
10
日
、
阿
万
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は
１
月
４
日

も
休
館
し
ま
す
。

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課
☎
37
・

３
０
２
０

第
31
回
天
体
観
測
会

秋
の
星
空
を
見
よ
う

▽
日
時　

11
月
25
日
（
土
）
午
後

８
時
〜
９
時
30
分

▽
場
所　

神
代
小
学
校
校
庭
。
悪

天
候
時
は
室
内
で
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム

▽
そ
の
他　

参
加
費
は
大
人
百

円
、
子
ど
も
無
料
。
子
ど
も
は

保
護
者
同
伴
で
参
加

問
神
代
小
学
校
天
体
観
測
ド
ー
ム

再
建
準
備
会
代
表
・
木
田
徹
☎

０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

●しん太の昔遊び
　安川眞慈文・絵（木耳社）

本を大切に！
　図書館（室）の資料は、みんなの
大切な財産です。書き込み（落書き・
マーキング等）をしたり切り取った
りしないでください。

本をなくしたり、傷つけてし
まったら
　同じ本を買って、現物弁償してい
ただきます。ぬれて波打ってしまっ
た本は、乾いても元にはもどりませ
ん。ご注意ください。

本の破損を見つけた場合は
　ご自身で修理せず、カウンターに
お知らせください。図書館で修理を
します。セロハンテープなどは、か
えって劣化を早めます。

◆期間　11月14日（火）～29日（水）
◆場所　南淡図書館　１階展示室
◆内容　児童館クラブの作品
　　　　（書道・図画・工作）

▲掘立柱建物跡

　
　トレーニングルームを利用する場合、初回
のみこの講習会を受講していただきます
●対象者　16歳以上
●講習会受講料　500円
●１講習会定員　６人（完全予約制）
●講習時間　約１時間30分
●利用料金　200円（２回目以降）
※申込みは11月２日（木）午前８時30分
　から電話で受付します。☎ 50-5077
※お子様連れでの受講はご遠慮ください

月日 曜日 第１講習時間 第２講習時間

11月 10日 金 13:30 ～ 18:30 ～

11月18日 土 10:30 ～ 14:00 ～

11月19日 日 10:30 ～ 14:00 ～

初回トレーニング講習会
受講者募集

児童館クラブ作品展

▲中町北小学校・播州歌舞伎

          　              １      2             3      4 

 5      ６     ７       8      9     10    11

12    13   14     15    16     17    18    

19    20    21    22    23     24    25

26 　27    28    29    30 

日 月 火 水 木 金 土

※○はおやすみです 月末日



広報 

心のかけはし

20

平 成18年10月19日
までの受付分
　　　　（敬称略）
※この欄への掲載を希望し
ない人は、届け出のときに
窓口へお申し出ください
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公
園
デ
ビ
ュ
ー

●人　口 53,767人（前月比－48人）
　（男）　 25,971人（前月比－20人）
　（女）　 27,796人（前月比－28人）
●世帯数 18,172世帯（前月比＋1世帯）
　　　　　　　　　※平成18年10月1日現在

▲子育て学習センター合同デイキャンプ（10月15日、阿那賀地区公民館周辺）

　

子
ど
も
は
失
敗
し
た
り
間
違
っ

た
り
し
ま
す
。
子
ど
も
は
、
つ
ま

ず
き
な
が
ら
大
人
に
な
っ
て
い
く

も
の
で
す
。
は
じ
め
か
ら
完
成
さ

れ
た
人
間
な
ど
い
る
わ
け
が
あ
り

ま
せ
ん
。
し
ば
ら
く
前
ま
で
、
こ

れ
が
常
識
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
い
つ
の
間
に
か
、

こ
の
よ
う
な
常
識
が
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
よ
う
に
見
え
ま
す
。親
は
、

子
ど
も
は
生
ま
れ
た
瞬
間
か
ら
聞

き
分
け
が
良
い
も
の
だ
と
思
い
込

ん
で
い
る
よ
う
で
す
し
、
多
く
の

大
人
は
、
子
ど
も
が
問
題
を
起
こ

し
た
と
き
に
余
裕
を
も
っ
て
見
守

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

昔
は
、
家
の
な
か
で
、
そ
し
て

地
域
の
中
で
子
ど
も
た
ち
に
さ
ま

ざ
ま
こ
と
を
教
え
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
今
は
核
家
族
化
が
進

み
、
兄
弟
も
少
な
く
な
っ
て
、
人

の
か
か
わ
り
が
希
薄
に
な
っ
て
い

ま
す
。
目
上
の
人
に
対
す
る
敬
い

や
、
弱
い
子
に
対
す
る
優
し
い
気

持
ち
を
抱
く
こ
と
だ
け
で
な
く
、

そ
の
中
で
け
ん
か
も
覚
え
ま
し

た
。
人
間
が
成
長
の
過
程
で
大
切

な
こ
と
は
他
者
と
の
関
係
を
ど
れ

　

先
日
テ
レ
ビ
で
、
な
か
な
か

「
公
園
デ
ビ
ュ
ー
」
が
で
き
な
い

お
母
さ
ん
の
現
状
を
伝
え
て
い
ま

し
た
。
こ
の
「
公
園
デ
ビ
ュ
ー
」

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
始
め
て
久

し
い
気
が
し
ま
す
。
南
あ
わ
じ
で

は
「
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
デ

ビ
ュ
ー
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
？
で
も
こ
の
デ
ビ
ュ
ー

と
い
う
言
葉
が
何
か
怖
い
こ
と
の

よ
う
に
感
じ
る
方
も
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
「
で
き
あ
が
っ
て
い
る
輪
の
中

み ど り（☎44-3008）開設日：月・火・水・金 
せいだん（☎37-3028）開設日：月・火・木・金 
み は ら（☎42-7703）開設日：火・水・木・金 
なんだん（☎50-3048）開設日：月・火・水・金 

南あわじ市子育て学習センター 

午前9時～ 午後1時 【開設時間】 

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 届出日
橋本　琢万（倭　文）
松並　孝治（　市　）
中山　英樹（広　田）
清水　英史（伊加利）
木下　勇治（八　木）
堀　　丈洋（阿那賀）
庄田　和正（神　代）
髙見　尚志（榎　列）
的塲　則和（西宮市）
神木　伸夫（　市　）
荒木　光昭（大阪府）
田浦　勝司（　湊　）
村上　正樹（伊加利）
江端　伸秀（赤穂市）
森本　活明（洲本市）
萩原　一弘（八　木）
花野　誠士（榎　列）
濵本　　司（潮美台）
村上　克彦（広　田）
山本　　遼（広　田）
中畑　元希（和歌山県）

山﨑　圭子（倭　文）
池水　祥子（神戸市）
入谷　真緒（神　代）
谷川　陽子（淡路市）
赤穗美保子（　市　）
細川　智美（洲本市）
榎本　加奈（北阿万）
柏木　慶子（淡路市）
鶴永　真代（大阪府）
狩野亜加根（賀　集）
島田　郁子（北阿万）
足立摩由美（広　田）
杉本　綾美（静岡県）
泉川　朋代（八　木）
廣本真紀子（八　木）
小川　博子（神　代）
竹中由希子（　湊　）
斎藤　幸江（　灘　）
雨堤千帆都（津　井）
角所　未緒（榎　列）
野口　寿美（　市　）

７ 月 23 日
９ 月 22 日
９ 月 29 日
10 月 １ 日
10 月 １ 日
10 月 １ 日
10 月 １ 日
10 月 １ 日
10 月 ５ 日
10 月 ８ 日
10 月 ９ 日
10 月 10 日
10 月 10 日
10 月 10 日
10 月 10 日
10 月 13 日
10 月 13 日
10 月 14 日
10 月 14 日
10 月 16 日
10 月 19 日

出生

死亡

結婚

氏名 年齢 地区 死亡日
興津　淺男
玉置香代子
鳥居さかゑ
川崎　　廣
松島かずゑ
前池　之雄
宮本かつ子
炬口　敏明
佃　きみの
佐藤　善一
大西　　順
髙野　孝子
齊藤　友秋
桐原やくの
井上　　茂
岡　　康熙
下川　晴海
太田　　清
藤江　惣一

市
倭文
広田
倭文
倭文
北阿万
松帆
広田
賀集
福良
北阿万
榎列
八木
福良
阿万
志知
松帆
志知
八木

83
82
94
79
86
92
84
73
103
75
71
78
81
93
86
63
57
76
82

９月 20 日
９月 21日
９月 21日
９月 21日
９月 22日
９月 25日
９月 26日
９月 26日
９月 26日
９月 28日
９月 28日
９月 29日
９月 29日
９月 30日
10 月１日
10 月２日
10 月２日
10 月３日
10 月５日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

山 口　　 蓮
れん

北島　すず

原田　琉
る き あ

碧

森本　勇
は や と

斗

居上愛
あ と む

斗夢

里深　令
れ い な

那

松下　果
か り ん

鈴

山 岡　　 葵
あおい

沖　　 崚
りょうや

矢

藤本　唯
ゆ い か

花

喜田　紘
ひ ろ か

華

立川　侑
ゆ う が

雅

三好　太
た ろ う

朗

堀川　紗
さ あ や

彩

道上　飛
ひ い ろ

虹

坂口　裕
ゆ う き

紀

白瀬　勇
ゆ う た

太

岡田　愛
あ い か

花

安田　大
たいせい

晟

島田　実
み な り

愛

大谷香
こ は ね

芭音

　陽
ひ な の

菜乃

前川　仁
ひ と き

玖

高川　結
ゆ あ

愛

濵田　歩
あ ゆ き

諒

西本　侑
ゆうせい

生

西本　倖
こ う た

大

木下　詠
え い た

太

増見　颯
は や と

斗

片山　美
み づ き

月

里村　李
り こ

心

西中　音
お と は

羽

田中　菜
な な

奈

小島　太
た い き

輝

大河内結
ゆ な

愛

男
女
男
男
男
女
女
女
男
女
女
男
男
女
男
男
男
女
男
女
女
女
男
女
男
男
男
男
男
女
女
女
女
男
女

泰 裕
英 志
慎 大
明 男
高 広
学
宰

孝 司
大 史
泰 範
直 樹
琢 也
雅 文
雅 春
亮 太
秀 司
稔

光 史
浩 司
実

真 二
智 博
裕 志
力

大 輔
琢 美
琢 美
和 外
貴 志
直 行
茂

利 充
啓

一 城
一 憲

湊
市
北阿万
榎列
福良
榎列
賀集
松帆
西宮市
潮美台
市
北阿万
潮美台
市
北阿万
阿那賀
神代
福良
志知
市
阿那賀
松帆
松帆
東京都
明石市
灘
灘
灘
広田
広田
賀集
湊
潮美台
榎列
広田

９ 月 ９ 日
９ 月 ９ 日
９月 11 日
９月 12 日
９月 14 日
９月 14 日
９月 14 日
９月 14 日
９月 16 日
９月 17 日
９月 19 日
９月 19 日
９月 20 日
９月 20 日
９月 21 日
９月 21 日
９月 22 日
９月 25 日
９月 26 日
９月 26 日
９月 26 日
９月 27 日
９月 28 日
９月 30 日
10 月 ２ 日
10 月 ２日
10 月 ２日
10 月 ３日
10 月 ４日
10 月 ６日
10 月 ８日
10 月 ８日
10 月 ８日
10月11日
10月12日

氏名 年齢 地区 死亡日
片井　義孝
勝浦　利男
櫻木　　覺
野口　新平
古川　朝梧
前川　　武
亀井　勇吉
濱本とくゑ
狩野きよ子

福良
賀集
榎列
賀集
松帆
倭文
阿那賀
福良
賀集

73
90
80
79
80
77
89
101
75

10 月 ５日
10 月 ５日
10 月 ６日
10 月 ７日
10 月 ７日
10 月 ８日
10 月 ８日
10月10日
10月11日

氏名 年齢 地区 死亡日
長尾　貞雄
江本　久雄
木下きぬゑ
藤江こめの
坂口　清子
堀井　修二
榎本まさこ
小濱　　賢
髙木　玉枝

広田
北阿万
榎列
八木
神代
八木
神代
松帆
広田

89
68
87
92
82
51
82
78
91

10月11日
10月12日
10月13日
10月13日
10月13日
10月14日
10月17日
10月18日
10月18日

だ
け
多
く
持
っ
て
い
る
か
だ
と
思

い
ま
す
。
地
域
の
中
で
人
と
接
す

る
こ
と
が
減
っ
た
分
、
人
間
関
係

を
う
ま
く
構
築
で
き
な
い
子
ど
も

た
ち
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
原

因
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
に
も
あ

り
ま
す
。

　

生
活
の
場
で
あ
る
地
域
社
会

は
、
私
た
ち
が
多
く
の
時
間
を
過

ご
す
大
切
な
場
所
で
す
。
家
庭
を

育
み
、
見
守
り
相
互
交
流
す
る
接

点
で
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
周
囲

に
、
信
頼
で
き
る
大
人
が
大
勢
い

る
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
子

ど
も
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
い

る
人
た
ち
が
手
を
携
え
て
、
地
域

で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
仕
組
み

を
作
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
組
織
、
グ
ル
ー
プ

が
近
所
の
人
々
を
集
め
て
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
を
相
談
す
る
。
そ
れ

か
ら
一
歩
進
ん
で
何
事
か
を
皆
で

行
う
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
そ
れ
こ

そ
強
い
地
域
力
が
形
成
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
青
少
年
の
健
全

育
成
に
は
地
域
力
の
再
生
が
ぜ
ひ

と
も
必
要
で
す
。

　

様
々
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
青

少
年
や
保
護
者
の
方
の
た
め
に
相

談
室
を
開
設
し
ま
す
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▽
日
時　

平
日
午
後
１
時
〜
５
時

▽
場
所　

西
淡
公
民
館
・
青
少
年

育
成
セ
ン
タ
ー
内

　

☎ 

37
・
３
０
２
６

　

F 

37
・
３
０
４
８

▽
相
談
内
容　

非
行
、
い
じ
め
、

不
登
校
、
友
人
関
係
、
家
庭
教

育
、
子
育
て
、
ほ
か
青
少
年
に

関
す
る
す
べ
て
の
こ
と

青
少
年
な
ん
で
も
相
談
室

に
は
い
っ
て
い
く
の
は
大
変
そ

う
」「
私
自
身
が
引
っ
込
み
思
案

で
人
と
打
ち
解
け
る
の
に
時
間
が

か
か
る
か
ら
」
…
。
そ
ん
な
悩
み

を
か
か
え
て
い
る
お
母
さ
ん
が
南

あ
わ
じ
市
内
に
い
な
い
で
し
ょ
う

か
？
心
配
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
当
セ
ン
タ
ー
に
通
っ
て
い

る
お
母
さ
ん
も
そ
ん
な
体
験
を
し

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
初
め
て

の
人
を
温
か
く
迎
え
る
よ
う
な
雰

囲
気
に
と
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

親
も
子
も
集
う
中
で
一
緒
に

育
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
一

歩
を
踏
み
出
し
て
子
育
て
学
習
セ

ン
タ
ー
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
せ
い
だ
ん　

川
西
淳
子
）

あ
な
た
も
「
地
域
の
お
じ
さ

ん
・
お
ば
さ
ん
」
に
な
っ
て

く
だ
さ
い

　

子
ど
も
た
ち
を
め
ぐ
る
問
題
が

深
刻
に
な
る
な
か
で
、「
地
域
の

子
ど
も
は
地
域
で
ま
も
る
」
と
い

う
意
識
を
も
っ
て
、
子
ど
も
た
ち

を
温
か
く
み
ま
も
り
、
支
援
す
る

大
人
が
も
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
地
域
ぐ
る
み
で
子

ど
も
を
見
守
る
「
地
域
の
お
じ
さ

ん
・
お
ば
さ
ん
運
動
」
を
自
治
会

等
の
各
種
団
体
、
グ
ル
ー
プ
で
の

加
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

全
国
青
少
年
健
全
育
成
月
間（
11
月
）
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い
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い
き
健
康
生
活

●緑保健福祉センター
☎44-3009
●西淡保健センター
☎37-3029
●三原保健センター
☎43-5039
●南淡福祉保健センター
☎ 50-2122
●健康課
☎44-3004

2006.11.1発行

 ■休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）
診察日 9：00～16：30 19：00～22：30

11月 ３日（金） 真 野 博 文 医師 友 清 龍 一 郎 医師

11月 ５日（日） 鈴 木 俊 示 医師 日 笠 久 美 医師

11月12日（日） 畑 田 卓 也 医師 橋 田 友 孝 医師

11月19日（日） 斉 藤 雅 文 医師 馬 部 樹 也 医師

11月23日（木） 柴 田 亮 平 医師 福 田 郁 夫 医師

11月26日（日） 高 田 育 明 医師 福 原 正 博 医師

 ■時間外診療病院
曜日 病　　院　　名 曜日 病　　院　　名

月 平 成 病 院
☎ 42 - 5335 木 翠 鳳 第 一 病 院

☎ 45 - 0099

火
平 成 病 院
☎ 42 - 5335 金 中 林 病 院

☎ 42 - 6200
八 木 病 院
☎ 42 - 6188 土 翠 鳳 第 一 病 院

☎ 45 - 0099

水
中 林 病 院
☎ 42 - 6200 ●平日は午後6時から午後11時まで

●土曜日は午後1時から 
午後11時まで南 淡 路 病 院

☎ 53 - 1553

11月の健康カレンダー

※健康カレンダーは南あわじ市ホームページの
　「イベントカレンダー」からでもご覧いただけます。
　アドレスは、http://www.city.minamiawaji.hyogo.jp/

診察日 担当医師 備　考
11月 ３日（金） 平 山　　 毅 医師

9:00～17:00

　担当医は都合により変
更になることもあります。
　受診前に電話をおかけ
ください（☎23ｰ2700）

11月 ５日（日） 植 村 幹 二 郎 医師

11月12日（日） 坂 口 美 奈 子 医師

11月19日（日） 田 中 一 宏 医師

11月23日（木） 富 本 康 仁 医師

11月26日（日） 奥 村　　 司 医師

 ■休日小児救急診療（県立淡路病院）

内容 日 曜日 時間 場所

機能訓練を必要とされ
る方を対象（要予約）

１ 水 13:30 ～ 15:30 緑保健福祉センター
６ 月 〃 南淡福祉保健センター
８ 水 〃 西淡保健センター
13 月 〃 三原保健センター
15 水 〃 緑保健福祉センター
20 月 〃 三原保健センター
22 水 〃 西淡保健センター
27 月 〃 南淡福祉保健センター

内容 日 曜日 時間 場所

糖尿病予防教室

月１回６か月コース。軽
症糖尿病で64歳までの
方を対象（要予約）

１ 水  9:00 ～ 11:00 西淡保健センター
８ 水  9:00 ～ 16:30 南淡福祉保健センター
15 水  9:00 ～ 11:00 緑保健福祉センター
22 水  〃 西淡保健センター
27 月  9:00 ～ 16:30 南淡福祉保健センター
27 月  9:00 ～ 17:00 三原保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
生活習慣病相談、栄
養相談、血糖測定、
尿検査、血圧測定、
体脂肪測定など

１ 水   9:00 ～ 11:00 緑保健福祉センター
１ 水   〃 西淡保健センター
13 月   〃 三原保健センター
27 月   〃 南淡福祉保健センター

介護予防相談
（血圧測定、検尿など）

２ 木  9:30 ～ 11:00 ふ く ら 荘
30 木   〃 仁 尾 荘

内容 日 曜日 時間 場所
講話、調理実習 21 火 10:00 ～ 12:00 三原保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
ストレッチ体操 ９ 木 13:30 ～ 15:00 三 原 保 健 セ ン タ ー

エアロビクス・ダン
ベル体操（要予約）

14 火 〃 南淡福祉保健センター
20 月 〃 緑保健福祉センター
27 月 〃 西淡保健センター

内容 日 曜日 時間 場所

介護予防の体操・
講話など

65歳以上の方を対象

６ 月   9:30 ～ 11:00 南淡福祉保健センター
８ 水 13:30 ～ 15:30 緑保健福祉センター
13 月 〃 三原保健センター
16 木   9:30 ～ 11:00 沼 島 総 合 セ ン タ ー
20 月 13:30 ～ 15:30 三原保健センター
22 水 〃 湯 の 川 荘

内容 日 曜日 時間 場所

転倒予防を含めた
足腰の運動
65歳以上の方を対
象（要予約）

14 火
  9:30 ～ 11:30

緑保健福祉センター
13:30 ～ 15:30

28 火
  9:30 ～ 11:30
13:30 ～ 15:30

内　　　容 日 曜日 受付時間 場　　所
強い歯・幼児フッ素塗布
（平成15年８月・16年２月生）

７ 火 13:30～13:45

緑保健福祉センター
２歳児歯科健診

（平成 16 年８月生）
16 木 13:15～13:30

母親学級（後期） ９ 木 13:30～14:00
コアラ教室 30 木   9:30～11:00

育児相談
（平成17年９月生・
平成18年４月生）

２ 木 13:30～14:30 緑保健福祉センター
13 月 〃 西淡保健センター
20 月 〃 南淡福祉保健センター
24 金 〃 三原保健センター

３歳児健康診査
（平成15年９月・10月生）

８ 水 13:30～13:45 三原保健センター
10 金 〃 南淡福祉保健センター
14 火 〃 西淡保健センター

10か月児健康診査
（平成18年１月生）

15 水 13:30～13:45 三原保健センター
17 金 〃 南淡福祉保健センター
21 火 〃 西淡保健センター

４か月児健康診査
（平成18年７月生）

22 水 13:30～13:45 三原保健センター
24 金 〃 南淡福祉保健センター
28 火 〃 緑保健福祉センター

家庭療育支援講座
２ 木 10:00～12:00

緑保健福祉センター
16 木 〃

内容 日 曜日 時間 場所
講話、調理実習 ９ 木  9:30 ～ 12:00 南淡福祉保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
講話、調理実習 16 木  9:30 ～ 12:00 南淡福祉保健センター

日 曜日 受付時間 場　　所
17 金 11:30～16:00 パ ル テ ィ

　

乳
が
ん
検
診
の
受
診
は
12
月
末

ま
で
で
す
。
ま
だ
受
診
さ
れ
て
な

い
方
は
受
託
医
療
機
関
に
予
約

し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
限　

11
月
30
日
（
木
）

▽
検
診
期
限　

12
月
末

▽
対
象　

40
歳
以
上
（
平
成
19
年

４
月
１
日
現
在
）
の
偶
数
年
齢

の
女
性

▽
受
診
間
隔　

２
年
に
１
回

▽
受
診
場
所　

受
託
医
療
機
関

（
詳
細
は
別
途
通
知
）

乳
が
ん
検
診
の

　
　

予
約
は
11
月
30
日
ま
で

日
本
脳
炎
の
定
期

予
防
接
種
に
つ
い
て

　

定
期
の
日
本
脳
炎
予
防
接
種

は
、
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
「
急

性
散
在
性
脳
脊
髄
炎
（
Ａ
Ｄ
Ｅ

Ｍ
）」
が
確
認
さ
れ
、
厚
生
労
働

省
か
ら
積
極
的
勧
奨
を
差
し
控
え

る
勧
告
が
あ
り
、
平
成
17
年
５
月

30
日
か
ら
見
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
日
本
脳
炎
の
流
行
地
域

へ
渡
航
す
る
方
な
ど
は
、
本
人
や

保
護
者
が
特
に
希
望
す
れ
ば
接
種

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
健
康
課
☎
44
・
３
０
０
４

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー

登
録
に
ご
協
力
を

　

日
本
で
骨
髄
移
植
を
必
要
と
す

る
患
者
さ
ん
は
、
毎
年
少
な
く
と

も
２
千
人
以
上
。
こ
の
内
で
、
ド

ナ
ー
候
補
者
が
見
つ
か
ら
な
い
人

が
、
約
２
割
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。

ド
ナ
ー
登
録
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
骨
髄
移
植
推
進
財
団
☎

０
１
２
０
・
４
４
５
・
４
４
５
、

洲
本
健
康
福
祉
事
務
所
☎
26
・

２
０
６
８

▽
検
診
方
法　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

（
乳
房
専
用
の
X
線
撮
影
）、
視

触
診
、
問
診

▽
料
金　

自
己
負
担
金
２
千
６
百

円　

※
検
診
当
日
、
医
療
機
関

の
窓
口
で
お
支
払
い

▽
持
ち
物　

乳
が
ん
検
診
受
診
票

（
申
込
み
者
に
送
付
）、
負
担
金

▽
申
込
み　

最
寄
り
の
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で

対象者 日 曜日 対象地区 場所

平成17年８月１日
～平成18年７月
31日生まれ、およ
び７歳６か月未満
の未接種者

１ 水 福良、潮美台、灘、沼島 南淡福祉保健センター
２ 木 西淡地区 西淡保健センター
８ 水 賀集、北阿万、阿万 南淡福祉保健センター
10 金 榎列、神代、倭文 三原保健センター
24 金 緑地区 緑保健福祉センター
28 火 八木、市、志知 三原保健センター
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南あわじ市の選手の活躍

　兵庫国体の式典と陸上競技の会場となったユニバー記念競
技場の出入口を淡路瓦が飾り、全国からの選手、役員の皆さ
まを出迎えました。
　瓦のモニュメントは兵庫国体実行委員会からの依頼を受
け、「瓦を活かしたまちづくり協議会」（油本博会長）が慶野
松原の波をイメージして製作しました。作品は、高さ約 1.5
ｍ長さ 20ｍで約 5,500 枚のいぶし瓦が使われています。

国
体
会
場
を
飾
る
淡
路
瓦

（
ユ
ニ
バ
ー
記
念
競
技
場
）

▲岡本大輝選手（滝川第二高校、
　サッカー少年男子）淡路市提供

▲阿部領太選手（左から５人目、市立
　尼崎高校、バレーボール少年男子）
　加古川市提供

▲古池百々代選手（左、群馬銀行、
　バレーボール９人制成年女子、
　群馬代表）洲本市提供

赤
木
和
彦
選
手
（
三
洋
電
機
、

軟
式
野
球
成
年
）
三
田
市
提
供

服
部
愛
美
選
手
（
洲
本
高
校
、

陸
上
競
技
少
年
女
子
Ａ
）

▲山口勝宏監督（後列右）と森本明男（前列右）・山本憲一郎（前列右から３
　人目）・三原克幸（前列中央）・小山雅人（前列左から２人目）・蔭山将和
　（後列右から５人目）の各選手（三洋電機、軟式野球一般Ａ）尼崎市提供

　のじぎく兵庫国体に南あわ
じ市在住・出身者も多く参加
し、優秀な成績を納めました
（写真は３位以上の入賞者）。
　２ページに特集記事。「国体
だより」は、今回で終了します。

▲納富俊行選手（洲本実業高校、ウエイト
　リフティング成年男子）明石市提供

▲仲尾和也選手（淡路高校、ウエイトリ
　フティング少年男子）明石市提供

▲山口団之選手（前列左、三洋電機、
　ラグビーフットボール成年男子）

のじぎく兵庫国体出場選手（南あわじ市在住、出身者）敬称略、競技順

氏名　※監督 住所 所属 競技・種別 会　場 成　績　　
岡本　大輝 湊 滝川第二高校 サッカー少年男子 県立淡路佐野運動公園他 第３位
　北野上能丈※ 広 田 三 洋 電 機 ボート成年女子 円山川城崎漕艇場 総合８位
武田　裕香 広 田

柳学園高校 ボート成年女子 円山川城崎漕艇場 舵手つきクォドプル第５位
斉藤　愛佳 津 井
阿部　領太 阿 万 市立尼崎高校 バレーボール少年男子 加古川市立総合体育館 準優勝
山口しおり 広 田 須麿ノ浦女子高校 バレーボール少年女子 たつの市立龍野体育館 第４位

納富　俊行 広 田 洲本実業高校 ウエイトリフティング成年男子 明石市立産業交流センター 53㎏級　クリーン＆ジャーク優勝
スナッチ第５位　トータル優勝

仲尾　和也 阿那賀 淡 路 高 校 ウエイトリフティング少年男子 県立明石城西高校体育館 105㎏級　クリーン＆ジャーク準優勝
スナッチ第３位　トータル準優勝

江本　典隆 北阿万 南淡中学校 相撲成年男子Ｂ 南あわじ市文化体育館 予選敗退
服部　愛美 松 帆 洲 本 高 校 陸上競技少年少女Ａ 神戸ユニバー記念競技場 100m第 5位　400mリレー優勝
森本　明男 榎 列

三 洋 電 機
軟式野球一般Ａ 尼崎市記念公園他 優勝

山本憲一郎 八 木
三原　克幸 市
小山　雅人 市
　山口　勝宏※ 志 知
蔭山　将和 阿 万
赤木　和彦 賀 集 軟式野球成年 三田市駒ケ谷運動公園 優勝

奥田　実鈴 広 田 福 岡 大 学 水泳（競泳）成年女子 尼崎スポーツの森 100m平泳ぎ予選敗退
400mメドレーリレー第４位

山口　団之 神 代 三 洋 電 機 ラグビーフットボール成年男子 姫路市立球技スポーツセンター 優勝
古池百々代 潮美台 群 馬 代 表 バレーボール９人成年女子

洲本市文化体育館
準優勝

温泉こころ 榎 列 岐 阜 代 表 バレーボール９人成年女子 第７位
三洋電機＝三洋電機株式会社モバイルエナジーカンパニー
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